
一
八
六
〇
年
代
に
お
け
る
神
機
営
に
つ
い
て

62 （620）

清
末
の
北
京
朝
廷
と
地
方
督
撫
に
関
す
る
一
考
察
一

根

無

新
太
郎

【
要
約
】
　
～
九
世
紀
後
半
、
近
衛
部
隊
と
も
い
え
る
禁
旅
写
料
の
中
に
、
北
京
朝
廷
は
新
た
に
神
機
営
を
設
立
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
他
の
禁
旅
八
旗
を

再
訓
練
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
神
機
営
の
管
理
は
、
朝
廷
内
で
の
権
力
に
直
結
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
、
西
太
后
は
妹
婿
で
あ
る
醇
郡
王
を

そ
の
管
理
に
充
て
る
。
一
方
、
朝
廷
の
外
で
は
、
神
機
営
は
漢
人
垂
準
の
率
い
た
勇
営
と
共
に
、
塩
匪
や
捻
転
な
ど
の
反
乱
を
鎮
圧
し
た
。
や
が
て
、
勇

営
に
よ
る
地
域
の
治
安
破
壊
に
直
面
し
た
北
京
朝
廷
は
、
神
機
営
に
そ
の
監
視
お
よ
び
統
制
を
命
じ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
神
機
営
は
反
乱
だ
け
で
は
な

く
再
論
と
も
棚
対
す
る
役
割
を
課
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
神
機
営
の
活
動
を
検
討
し
、
清
末
に
お
け
る
北

京
朝
廷
（
中
央
）
と
督
撫
（
地
方
）
の
関
係
に
つ
い
て
再
考
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
八
巻
四
号
　
二
〇
　
五
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
八
六
〇
年
代
、
そ
れ
は
太
平
天
国
や
捻
軍
な
ど
の
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
、
ア
ロ
ー
戦
争
後
に
は
西
洋
列
強
と
の
協
力
政
策
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
で
、
清
朝
に
と
っ
て
比
較
的
に
安
定
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
同
治
中
興
と
称
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
岡
治
中
興
以
降
の
清
朝
は
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
勇
営
と
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
二
野
（
総
督
や
巡
撫
）
の

存
在
で
あ
る
。

　
勇
営
は
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
る
過
程
で
生
ま
れ
た
。

主
な
勇
営
に
は
李
鴻
章
の
重
落
、
曾
堆
紅
の
湘
軍
、
左
意
業
の
楚
軍
、
劉
長
佑
の
楚
勇
な
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ど
が
あ
る
。
勇
と
は
臨
時
に
集
め
ら
れ
た
非
正
規
の
戦
闘
員
を
指
す
。
こ
の
勇
を
各
地
で
募
り
、
営
と
い
う
単
位
で
表
さ
れ
る
部
隊
へ
と
編
成

し
た
も
の
が
勇
営
で
あ
る
。
勇
営
は
団
練
に
範
を
と
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
団
練
と
は
郷
村
を
防
衛
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
「
一
種
の
自
警

　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

団
」
で
あ
る
。
だ
が
、
諺
文
は
郷
土
の
防
衛
を
行
う
の
み
だ
が
、
営
営
は
各
地
を
転
戦
す
る
。
こ
れ
が
両
者
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
勇
営
で

は
、
指
揮
官
が
自
ら
に
直
属
す
る
勇
や
そ
の
維
持
に
必
要
な
諸
経
費
を
自
己
の
裁
量
に
お
い
て
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
登
営

は
私
兵
集
団
の
様
相
を
呈
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
裁
量
を
め
ぐ
り
、
勇
営
を
束
ね
た
督
撫
た
ち
が
権
力
を
拡
大
し
て
い
く
。
例
え
ば
、

曾
国
母
や
李
鴻
章
は
勇
営
を
束
ね
て
い
き
な
が
ら
各
地
の
総
督
や
巡
撫
と
な
り
、
そ
の
諸
経
費
と
し
て
信
金
な
ど
の
徴
税
権
を
掌
握
し
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
現
象
は
「
督
撫
重
権
」
と
も
称
さ
れ
る
。

　
こ
の
督
撫
の
権
力
拡
大
を
め
ぐ
っ
て
は
、
割
拠
や
軍
閥
の
先
駆
け
で
あ
り
、
地
方
主
義
と
み
る
羅
爾
綱
氏
が
お
り
、
そ
れ
を
否
定
す
る
王
爾

敏
氏
の
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
督
撫
重
語
」
に
関
す
る
諸
論
は
、
こ
の
二
者
の
系
譜
に
大
別
さ
れ
る
。
特
に
直
隷
総
督
に
つ
い
て
、
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

爾
重
氏
は
そ
の
職
権
の
拡
大
を
中
央
（
北
京
朝
廷
）
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
、
軍
閥
や
地
方
主
義
と
の
見
方
を
否
定
し
た
。
最
近
で
は
、

岡
本
隆
司
氏
が
地
方
主
義
と
の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
。
岡
本
氏
は
清
朝
の
中
国
支
配
が
当
初
よ
り
分
権
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
「
督
撫

重
権
」
と
は
内
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
中
央
が
地
方
の
実
情
に
よ
り
通
じ
た
督
撫
の
裁
量
を
増
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

治
構
造
」
の
変
化
で
は
な
く
「
比
重
と
役
割
」
を
改
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
論
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

督
撫
の
側
に
立
っ
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
北
京
朝
廷
か
ら
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
北
京
朝
廷
が
督
撫
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た

か
と
い
う
こ
と
が
十
分
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
清
末
で
は
、
勇
営
の
発
展
に
対
し
て
正
規
軍
で
あ
る
八
旗
と
緑
営
は
弱
体
化
し
、
軍
と
し
て
の
比
重
は
次
第
に
勇
営
へ
と
移
っ
て
い

っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
い
か
に
弱
体
化
し
た
と
は
い
え
、
　
八
六
〇
年
代
で
は
八
旗
は
ま
だ
北
京
に
お
け
る
皇
帝
の
権
威
を
支
え
得
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
で
あ
り
、
有
名
無
実
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
事
実
、
こ
の
時
期
に
近
衛
兵
と
も
い
う
べ
き
禁
旅
八
部
で
は
部
隊
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
れ

が
神
機
営
で
あ
る
。
神
機
営
は
一
八
六
二
年
に
設
立
さ
れ
、
人
員
の
数
は
兵
部
を
超
え
た
。
義
和
団
事
件
で
は
八
ヶ
国
連
合
軍
と
戦
い
、
や
が

63　（621）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
一
九
〇
七
年
に
陸
軍
部
へ
と
吸
収
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
「
督
撫
重
信
」
が
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
清
末
の
軍
隊
に
関
し
て
は
、
勇
営
、
と
り
わ
け
湘
軍
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

潅
軍
に
研
究
が
集
中
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
神
機
営
な
ど
の
正
規
軍
は
十
分
に
顧
み
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
神
機
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
関
す
る
先
駆
的
研
究
と
し
て
、
日
本
で
は
佐
々
木
再
造
の
砥
究
が
あ
り
、
四
国
で
は
王
事
沢
氏
や
玄
能
政
氏
の
諸
研
究
が
あ
る
。
だ
が
、
い

ず
れ
も
そ
の
設
立
の
過
程
や
兵
制
の
解
明
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
神
機
営
の
具
体
的
な
活
動
や
北
京
朝
廷
内
に
お
け
る
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

づ
け
な
ど
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
神
機
営
が
設
立
さ
れ
て
間
も
な
く
、
粛
軍
が
勇
営
に
追
わ
れ
て
直
隷
省
へ
と
侵
入
す
る
。
こ
れ
に
対
し
北
京
朝
廷
は
神
機
営
を

動
員
し
た
。
こ
こ
に
北
京
朝
廷
直
属
の
武
力
で
あ
る
神
機
営
と
督
撫
直
属
の
武
力
で
あ
る
牽
連
が
、
直
隷
省
で
共
闘
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
捻

軍
は
太
平
天
国
に
次
ぐ
反
乱
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
督
撫
重
権
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
最
後
の
段
階
で
あ
る
。
そ
の
際
に
神
機
営
は
勇
営
と
ど
の

よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
北
京
朝
廷
の
い
か
な
る
勇
累
算
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

機
営
や
勇
営
に
関
す
る
先
行
硬
究
で
は
全
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
勇
営
倉
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
先
述
の
「
督
愚
痴
権
」
論

に
は
欠
け
て
い
た
、
北
京
朝
廷
の
視
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
結
び
つ
く
。
勇
営
こ
そ
が
「
督
撫
草
蝦
」
の
基
盤
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
、
地
域
を
直
隷
省
に
限
定
し
て
見
る
こ
と
は
、
今
ま
で
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、
「
督
撫
重
権
」
に
お
け
る
地
域
差
の
存
在
を

示
唆
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
「
督
撫
重
権
扁
に
対
し
、
よ
り
多
面
的
な
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

64　（622）

①
　
三
士
隆
司
『
三
盛
章
一
…
東
ア
ジ
ア
の
近
代
㎞
岩
波
書
庸
、
二
〇
一
一
年
、
～

　
九
頁
。

②
國
練
と
勇
営
に
つ
い
て
は
王
爾
敏
「
清
代
勇
営
制
度
」
噸
清
季
軍
事
史
論
集
蜘

　
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
（
電
量
は
凹
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所

集
刊
』
第
帰
期
、
一
九
七
三
年
）
や
岡
本
、
前
掲
書
、
三
〇
～
三
二
、
五
四
～
五

八
頁
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
「
郷
勇
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
土
着
の
勇
を
意
味

す
る
。
王
畿
敏
氏
は
こ
れ
を
操
練
の
構
成
員
と
述
べ
て
い
る
が
（
王
側
面
、
前
掲

害
、
九
～
一
〇
頁
）
、
勇
魚
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
目
黒
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克
彦
「
団
結
と
郷
勇
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
点
郷
団
練
と
湘
勇
の
場
合
1
」

　
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
（
社
会
科
学
編
）
㎞
第
三
二
輯
、
一
九
八
三
年
）
、
今

　
に
至
る
ま
で
明
確
な
区
別
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も

　
団
練
と
勇
営
の
違
い
が
、
郷
土
以
外
の
各
地
へ
の
転
戦
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
～

　
致
し
て
い
る
。

③
謬
論
綱
「
論
湘
軍
国
「
中
国
近
代
兵
為
重
有
的
起
源
」
隅
螺
子
綱
文
選
㎞
広
西
師

　
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
（
初
出
は
『
晋
陽
学
刊
』
一
九
八
二
年
第
三
期
、

　
｛
九
入
二
年
。
噸
中
国
社
会
経
済
史
集
刊
師
第
五
巻
第
二
期
、
一
九
三
七
年
）
。
王

　
爾
敏
㎎
准
軍
霊
獣
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
一
〇
〇
八
年
（
初
出
は
中
国
學
術
著

　
作
奨
助
委
員
會
、
一
九
六
七
年
）
。
日
本
で
は
波
多
野
氏
の
研
究
が
羅
薦
綱
氏
に

　
連
な
る
（
波
多
野
善
大
噸
南
国
近
代
軍
閥
の
研
究
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三

　
年
）
。
中
国
に
お
け
る
督
深
重
権
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
劉
偉
『
晩
清
督
撫

　
政
治
　
申
央
与
地
方
関
係
研
究
㎞
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
～
六
頁

　
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
最
近
で
は
王
瑞
成
氏
が
湘
軍
な
ど
の
勇
営
を
体
分
外
の
新

　
た
な
「
軍
事
政
治
集
団
扁
と
し
、
羅
爾
綱
氏
な
ど
を
批
判
し
て
「
権
力
外
移
」
を

　
提
唱
し
て
清
王
朝
・
太
平
天
国
・
湘
軍
の
三
角
関
係
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
王

　
瑞
成
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
勇
営
を
完
全
に
体
制
外
の
も
の
と
い
え
る
の
か
に

　
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
王
瑞
成
「
ク
権
力
外
孫
”
与
晩
清

　
権
力
結
構
的
演
変
（
一
〇
。
切
㎝
～
一
。
。
拐
）
」
『
近
代
史
研
究
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
、
二

　
〇
一
二
年
）
。

④
岡
本
隆
駕
「
清
末
の
対
外
体
制
と
対
外
関
係
」
飯
島
渉
久
保
亨
村
田
雄
二
郎

　
編
閥
シ
リ
ー
ズ
2
0
世
紀
中
国
史
1
中
華
世
界
と
近
代
㎞
東
京
大
学
嵐
版
会
、
二

　
〇
〇
九
年
、
一
九
～
二
〇
頁
。
ま
た
、
岡
本
、
爺
園
丁
、
＝
二
～
一
四
、
六
入
～

　
七
三
頁
も
併
せ
て
参
照
。

⑤
坂
野
正
高
『
近
代
中
国
政
治
外
交
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
第
二

　
欄
、
ニ
工
九
頁
。

⑥
心
証
沢
「
神
機
営
－
晩
清
八
旗
軍
事
近
代
化
的
嘗
試
」
欄
求
是
学
刊
㎞
一
九

　
九
〇
年
嵩
三
期
目
一
九
九
〇
年
、
八
八
頁
。
神
機
営
の
名
称
は
火
器
を
中
心
に
扱

　
っ
て
い
た
明
代
の
京
営
の
一
つ
で
あ
る
神
機
営
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が

　
（
久
芳
崇
㎎
東
ア
ジ
ア
の
兵
器
革
命
　
一
六
世
紀
中
国
に
渡
っ
た
日
本
の
鉄
砲
』

　
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
ニ
ハ
五
頁
）
、
詳
細
は
不
明
。

⑦
例
え
ば
、
神
機
営
に
関
し
て
は
、
赫
治
清
・
王
暁
衛
『
中
国
兵
制
史
㎞
文
津
出

　
版
社
、
一
九
九
七
年
や
中
国
軍
事
史
編
纂
組
噸
中
国
歴
代
軍
事
制
度
』
解
放
軍
出

　
版
社
、
二
〇
一
〇
年
が
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
劉
鳳
門
門
清
陰
堅
強
運
動
與
軍
事

　
初
期
改
革
（
｝
○
。
露
～
H
o
。
¢
㎝
）
」
『
無
季
自
強
運
動
韓
国
會
論
文
集
　
上
冊
㎞
一
九
八

　
七
年
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
解
は
依
然
と
し
て
禁
旅
無
識
に
西
洋
式
訓
練

　
を
施
し
た
も
の
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
清
末
史
研
究
で
軍
事
史
が
来
だ

　
十
分
な
研
究
状
況
に
な
い
こ
と
は
岡
本
隆
司
・
吉
澤
誠
一
郎
編
『
近
代
中
国
研
究

　
入
門
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
ま
え
が
き
v
頁
に
も
指
摘
さ
れ
て
い

　
る
。

⑧
佐
々
木
寛
「
洋
務
と
練
兵
」
中
嶋
敏
先
生
古
希
記
念
事
業
会
『
中
鵡
敏
先
生
古

　
稀
記
念
論
集
　
上
巻
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
○
年
。
王
県
沢
「
関
子
清
末
神
機
営

　
的
幾
個
問
題
」
牌
北
方
論
叢
㎞
～
九
九
〇
年
第
六
期
、
～
九
九
〇
年
。
同
、
前
掲

　
論
文
。
張
能
政
「
清
季
神
機
営
考
述
漏
㎎
史
学
月
刊
』
　
一
九
八
八
年
嵩
五
期
、
一

　
九
八
八
年
。
な
お
、
王
景
沢
氏
の
上
記
二
本
の
論
文
は
、
王
紫
沢
・
李
徳
新
・
劉

　
荊
十
王
色
的
龍
門
一
晩
清
八
旗
門
研
』
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
に
再

　
録
。
ま
た
、
佐
々
木
氏
に
は
清
末
軍
事
史
に
関
す
る
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
同

　
「
緑
営
軍
と
勇
軍
」
木
村
正
雄
先
生
退
富
記
念
事
業
会
東
洋
史
論
集
編
集
委
員
会

　
編
『
木
村
正
雄
先
生
退
竃
記
念
東
洋
史
論
集
㎞
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
。
同

　
「
三
軍
に
つ
い
て
」
岡
本
敬
二
先
生
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
糊
ア
ジ
ア
諸
民
族

　
に
お
け
る
社
会
と
文
化
一
岡
本
敬
二
先
生
退
官
記
念
論
集
歴
国
書
刊
行
会
、
一

　
九
入
三
年
。

⑨
　
佐
々
木
氏
は
神
機
営
の
設
立
を
、
張
氏
は
設
立
か
ら
性
質
ま
で
を
論
じ
て
い
る

　
が
、
両
者
共
に
『
光
耀
欽
定
大
東
亜
典
事
例
㎞
に
依
拠
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
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こ
と
を
論
じ
て
は
い
な
い
。
そ
の
点
、
王
景
沢
氏
は
設
立
や
そ
の
特
徴
、
清
末
に

お
け
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
や
や
概
括
的
す
ぎ
る
。
ま
た
、
神

機
営
に
密
接
に
関
わ
っ
た
皇
族
で
あ
る
醇
郡
王
に
つ
い
て
は
陳
一
点
氏
の
論
文
が

あ
り
、
醇
儲
君
が
神
機
営
や
八
二
の
近
代
化
に
お
い
て
果
た
し
た
炭
篭
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
機
営
の
北
京
朝
廷
で
の
位
置
づ
け
や
督
撫
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
（
陳
一
容
「
変
譲
与
晩
清
八
旗
薩
軍
近
代

化
嘗
試
述
論
」
㎎
西
南
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
版
）
睡
　
一
九
九
五
年
第
一
期
、

　
一
九
九
五
年
）
。

⑩
北
京
朝
廷
に
よ
る
勇
営
観
に
つ
い
て
、
北
京
朝
廷
が
勇
を
あ
く
ま
で
も
臨
時
的

　
な
も
の
と
見
な
し
、
勇
営
の
領
袖
も
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
朝
廷
の
疑
い
を
生
む

　
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
と
王
爾
敏
氏
は
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
北
京
朝
廷

　
の
勇
直
観
を
十
分
に
表
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
（
王
爾
敏
「
清
高
勇
営
制
度
」

　
三
八
頁
）
。
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第
一
章
　
北
京
朝
廷
内
に
お
け
る
神
機
営

　
ア
ロ
ー
戦
争
が
終
結
し
た
翌
年
の
一
八
六
一
年
一
月
目
恭
親
王
を
中
心
と
す
る
総
理
衙
門
は
清
朝
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
の
一
連
の
上
奏
を
行
っ
た
。
そ
の
中
に
、
ア
ロ
ー
戦
争
で
は
里
馬
林
沁
や
勝
保
に
率
い
ら
れ
、
北
京
近
郊
で
敗
退
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

禁
旅
八
旗
の
再
編
に
関
す
る
上
奏
が
あ
る
。
特
に
成
豊
一
〇
年
…
二
月
～
四
日
（
一
八
六
一
年
一
月
二
四
日
）
付
上
奏
で
は
、
当
時
の
北
京
朝
廷

が
「
心
腹
の
害
」
と
し
て
い
た
下
汐
の
北
上
に
備
え
る
た
め
、
軍
旅
八
旗
の
再
訓
練
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
上
奏
は
北
京
朝
廷
に
よ
る
軍

事
改
革
の
噛
矢
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
上
奏
内
で
述
べ
ら
れ
た
基
本
方
針
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
、
神
機
営
が
設
立
さ
れ
て
い

②る
。
こ
の
上
奏
は
神
機
営
設
立
の
出
発
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
神
機
営
が
北
京
朝
廷
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
を

知
る
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
先
行
研
究
で
は
こ
の
点
は
全
く
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
こ
の
成
豊
一
〇
年

一
一
一
月
一
四
日
付
上
奏
と
そ
の
後
の
史
料
に
よ
っ
て
、
神
機
営
が
当
時
の
北
京
朝
廷
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
探
る
こ

　
　
　
　
③

と
と
し
た
い
。

　
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
基
本
方
針
と
は
、
禁
七
八
旗
の
各
誌
に
銃
砲
の
訓
練
を
施
す
こ
と
、
ま
た
、
銃
砲
の
訓
練
に
特
化
し
た
営
を
禁
三
内
に

新
設
し
、
そ
れ
を
置
場
へ
の
兵
員
の
補
給
源
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
訓
練
を
担
当
す
る
将
官
を
僧
格
林
沁
に
推
薦
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
後
、
御
史
曹
登
庸
や
醇
色
覚
た
ち
に
よ
る
八
旗
の
再
訓
練
に
関
す
る
上
奏
を
経
て
、
一
八
六
一
年
～
二
月
＝
日
、
北
京
朝
廷
は



～八六〇年代における神機営について（根無〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

上
諭
を
下
し
て
、
恭
親
王
と
醇
郡
王
に
禁
旅
各
営
へ
の
訓
練
の
監
督
と
、
そ
の
た
め
の
章
程
（
取
決
め
）
を
定
め
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
こ
で

注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
二
日
後
に
出
さ
れ
た
、
次
の
上
諭
で
あ
る
。

　
　
御
史
徐
啓
文
奏
す
る
に
、
請
ふ
ら
く
は
大
臣
を
遽
派
し
て
、
京
螢
の
兵
丁
を
教
練
せ
し
め
よ
等
の
語
あ
り
。
京
旗
各
螢
の
兵
丁
は
、
前
に

　
　
已
に
議
政
王
（
恭
親
王
）
を
派
し
て
醇
郡
王
等
を
蟹
田
し
、
章
程
を
妥
議
し
、
認
真
に
訓
練
せ
し
む
。
該
御
史
欲
す
る
に
、
外
に
在
り
て

　
　
ひ
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

　
　
久
如
く
典
兵
せ
る
将
帥
を
以
て
、
昇
ふ
る
に
京
師
碧
緑
各
螢
の
提
鎮
・
都
統
の
秩
任
を
以
て
す
る
は
、
諸
多
の
窒
擬
、
行
ひ
難
し
。
該
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
電
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
史
の
奏
す
る
所
は
、
議
を
庸
ふ
る
母
か
ら
し
め
よ
。

こ
れ
は
、
禁
旅
八
旗
や
北
京
に
あ
る
緑
営
へ
の
訓
練
に
対
し
、
戦
場
に
い
る
経
験
豊
富
な
将
官
を
登
用
す
る
こ
と
を
北
京
朝
廷
が
否
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
二
日
前
の
上
諭
で
は
、
恭
親
王
や
書
生
王
と
共
に
禁
旅
登
営
の
訓
練
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
都
統
宰
麟
、
侍
郎
門
訴
、
前
西
安

将
軍
福
興
、
貴
州
置
捨
鎮
総
兵
遮
克
警
標
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
皆
、
太
平
天
国
及
び
捻
軍
と
の
戦
い
に
参
加
し
て
い
た
者
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ち
で
あ
り
、
「
外
に
在
り
て
久
経
く
典
兵
せ
る
将
帥
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
特
に
瑞
麟
は
僧
営
林
沁
と
共
に
ア
ロ
ー
戦
争
に
参
加
し
て
お
り
、

神
機
営
設
立
の
起
点
と
な
っ
た
威
豊
～
○
年
～
二
月
一
四
日
付
上
奏
の
流
れ
に
沿
っ
た
人
事
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
御
史
徐
啓
文
が
こ

と
さ
ら
に
登
用
を
求
め
、
北
京
朝
廷
が
否
定
し
た
「
外
に
在
り
て
久
経
く
典
兵
せ
る
将
帥
」
と
は
具
体
的
に
は
誰
を
指
し
た
も
の
な
の
か
。
そ

れ
は
、
当
時
勇
営
を
率
い
て
太
平
天
国
と
対
峙
し
て
い
た
山
江
総
督
旨
旨
藩
を
中
心
と
す
る
漢
人
官
僚
で
あ
り
、
更
に
は
、
そ
の
塾
舎
の
将
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
北
京
朝
廷
は
急
務
の
策
と
し
て
い
た
禁
旅
翻
意
の
再
訓
練
に
、
当
時
軍
功
の
著
し
か
っ
た
漢
人
督
撫
の
関
与
を
否
定
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
前
に
、
こ
こ
で
一
八
六
一
年
　
二
月
＝
日
以
後
の
神
機
営
を
め
ぐ
る
北
京
朝
廷
内
の
動
き
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。
＝
一
月
＝
日
に
章
程
の
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
恭
親
王
と
醇
郡
王
は
、
　
八
六
二
年
一
月
八
日
に
一
〇
ヶ
条
か
ら
な
る
練
兵
章
程
を
上
奏

　
⑧
し
た
。
こ
こ
で
再
訓
練
を
行
う
新
寺
の
名
を
神
機
営
と
し
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
八
六
二
年
一
月
一
七
日
、
北
京
朝
廷
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

先
述
の
恭
親
王
ら
に
文
祥
を
加
え
た
七
言
に
新
営
の
管
理
を
命
じ
、
併
せ
て
恭
親
王
を
神
機
営
の
首
班
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
こ
に
神
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鎚
起
は
設
立
さ
れ
た
。
神
機
営
の
内
部
の
構
成
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
王
大
臣
（
王
公
と
大
臣
）
が
「
管
理
神
機
螢
事
務
大
臣
」
と
し
て
統

括
を
行
う
が
、
そ
の
人
数
に
は
定
数
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
王
大
臣
の
下
に
は
彼
ら
を
補
佐
す
る
た
め
に
総
理
直
営
事
務
翼
長
旧
名
、
総
理
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

皇
帝
翼
長
二
名
が
置
か
れ
、
以
下
に
は
お
よ
そ
五
〇
〇
名
以
上
の
人
員
が
い
た
。
兵
員
に
つ
い
て
は
、
設
立
と
同
時
に
細
塵
各
営
か
ら
抽
出
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
訓
練
を
受
け
た
後
に
原
営
へ
と
戻
る
者
が
あ
り
、
戦
時
に
は
仁
山
八
旗
の
ほ
か
に
吉
林
か
ら
派
遣
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
た
連
隊
が
訓
練
を
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
神
機
営
の
兵
員
が
流
動
的
で
あ
っ
た
た
め
か
、
一
八
六
四
年
七
月
か
ら
一
八
六
五
年
九
月

ま
で
の
間
に
神
機
営
内
に
威
遠
隊
と
い
う
固
有
の
部
隊
が
作
ら
れ
る
。
威
遠
隊
は
同
じ
禁
旅
心
旗
で
あ
っ
た
健
鋭
営
や
火
器
営
な
ど
の
一
部
か

ら
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
そ
れ
ら
は
天
津
に
派
遣
さ
れ
て
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
訓
練
を
施
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
北
京
に
召
還
さ

れ
、
威
遠
隊
と
し
て
神
機
営
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
後
に
威
遠
隊
は
再
び
天
津
に
派
遣
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
騎
馬
の
訓
練
を
施
さ

　
　
　
⑫

れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
恭
親
王
が
神
機
営
の
首
班
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、
彼
が
威
豊
一
〇
年
二
一
月
一
四
日
付
上
奏
を
行
い
、
練
兵
章
程
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
北
京
朝
廷
内
に
お
け
る
恭
親
王
の
地
位
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ア
ロ
ー
戦
争
で
英
仏
連
合
軍

が
北
京
に
迫
っ
た
一
八
六
〇
年
九
月
二
二
日
、
威
豊
帝
は
恭
親
王
を
欽
差
大
臣
と
し
て
英
仏
と
の
講
和
交
渉
を
委
ね
、
自
身
は
粛
順
、
恰
親
王
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

鄭
親
王
ら
を
伴
い
、
後
宮
と
共
に
熱
河
に
蒙
塵
し
た
。
そ
の
後
、
一
八
六
一
年
八
月
二
二
日
に
成
豊
帝
が
熱
河
で
崩
御
す
る
と
、
賛
嚢
政
務
大

臣
と
し
て
後
事
を
託
さ
れ
た
粛
順
た
ち
と
西
太
后
、
そ
し
て
北
京
に
あ
っ
た
恭
親
王
の
間
で
権
力
闘
争
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の
朝
廷
内
の
派
閥

に
つ
い
て
、
高
申
華
氏
は
、
粛
順
を
中
心
と
す
る
熱
河
集
団
、
北
京
の
恭
親
王
を
中
心
に
僧
豊
年
沁
、
文
祥
ら
を
含
む
京
師
集
団
、
熱
河
で
質

量
と
対
す
る
西
太
后
を
申
心
と
し
た
後
宮
集
団
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
恭
親
王
と
西
太
后
の
間
で
連
絡
役
を
担
っ
た
の
が
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

太
后
の
妹
婿
で
あ
る
醇
郡
王
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、
一
一
月
二
日
、
朝
廷
が
北
京
に
帰
還
す
る
に
際
し
て
、
西
太
后
と
恭
親
王
に
よ
り
粛
順
及

び
恰
親
王
、
鄭
親
王
ら
は
失
脚
す
る
。
い
わ
ゆ
る
辛
酉
政
変
で
あ
る
。
政
変
後
、
一
二
月
二
日
に
は
西
太
盾
と
東
太
后
に
よ
る
垂
簾
王
政
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

わ
れ
る
。
そ
し
て
、
恭
親
王
は
議
政
王
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
併
せ
て
首
席
の
軍
機
大
臣
と
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
議
政
王
及
び
軍
機
大
臣
と
な
り
、
更
に
は
神
機
営
の
首
班
と
な
っ
た
恭
親
王
だ
が
、
一
八
六
五
年
四
月
二
日
、
「
命
ず
る
に
恭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

親
王
は
軍
機
威
に
在
り
て
議
政
を
庸
ふ
る
母
か
れ
、
並
び
に
一
切
の
差
使
を
撤
す
」
と
の
上
諭
に
よ
り
、
議
政
王
の
称
号
及
び
北
京
朝
廷
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

け
る
全
て
の
職
を
剥
奪
さ
れ
た
。
こ
の
上
諭
の
発
端
は
、
日
講
起
居
庄
官
編
修
で
あ
っ
た
影
面
旗
が
、
恭
親
王
を
「
貧
墨
、
驕
盈
、
専
権
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

あ
る
と
弾
劾
し
た
上
奏
で
あ
っ
た
。
翁
同
鯨
に
よ
る
と
、
上
諭
に
は
、
更
に
続
け
て
恭
親
王
罷
免
後
の
軍
機
処
、
総
理
衙
門
な
ど
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

指
示
が
出
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
が
、
神
機
営
に
つ
い
て
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
神
機
営
に
は
首
班
で
あ
る
恭
親
王
以
外
に
も
皇
族
の

醇
郡
王
が
い
た
た
め
、
恭
親
王
の
罷
免
後
は
醇
郡
王
の
首
班
昇
格
が
自
明
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
惇
親
王
、
醇
郡
王
た
ち
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
弁
護
を
経
て
、
恭
親
王
は
総
理
衙
門
、
軍
機
処
の
職
務
に
復
帰
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
議
政
王
の
称
号
や
神
機
営
の
名
は
な
い
。
以
後

の
神
機
営
は
醇
年
々
が
首
班
と
な
り
、
恭
親
王
が
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
一
八
六
五

年
＝
月
に
は
神
機
営
官
員
へ
の
人
事
が
醇
郡
王
を
通
じ
て
行
う
よ
う
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
一
八
六
五
年
中
に
は
神
機
営
の
首
班
と
し
て
の
醇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

郡
王
の
地
位
が
確
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
巌
暑
八
旗
へ
の
再
訓
練
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
神
機
営
に
は
漢
人
無
毒
の
関
与
が
否
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
設

立
に
つ
な
が
る
上
奏
を
行
い
、
一
度
は
そ
の
首
班
と
な
っ
た
恭
親
王
も
や
が
て
は
西
太
后
に
よ
っ
て
神
機
営
の
管
理
の
任
を
解
か
れ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
後
任
と
な
っ
た
の
が
、
西
太
后
の
閨
閥
で
あ
る
醇
郡
王
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
機
営
の
管
理
者
を
め
ぐ
る
過
程
に
こ
そ
、
当
時
の
北
京

朝
廷
に
お
い
て
神
機
営
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
神
機
営
は
朝
廷
内
部
の
権
力
に
直
結

す
る
武
力
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
西
太
后
は
漢
人
督
撫
や
恭
親
王
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
妹
婿
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
醇
郡
王
を
神
機
営
の
首
班
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
神
機
営
に
は
他
の
禁
旅
八
旗
を
再
訓
練
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
た
め
、
や
が
て
最
多
八
旗
と
同
様
に
北
京
の
治
安
維
持
を
担
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
い
た
巡
捕
営
と
の
問
に
接
点
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
～
八
六
五
年
五
月
、
捻
軍
に
よ
り
多
忙
林
沁
が
山
東
省
で
戦
死
し
た
と
の
報
告
を
受
け

た
北
京
朝
廷
は
、
直
隷
省
へ
の
危
機
感
を
深
め
、
直
隷
総
督
劉
長
佑
や
三
口
通
商
大
臣
崇
厚
、
蟹
江
総
督
曾
国
藩
な
ど
に
出
兵
を
命
じ
、
吉
林
、
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⑳

黒
龍
江
の
馬
隊
を
直
隷
省
に
呼
び
寄
せ
る
な
ど
の
慌
た
だ
し
い
対
応
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
北
京
朝
廷
は
醇
経
世
に
「
命
ず
る
に
醇
郡
王
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

京
城
防
範
の
事
宜
を
簿
辮
せ
よ
。
詩
評
各
螢
は
、
均
し
く
節
制
調
遣
に
蹄
せ
」
と
の
上
諭
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
上
諭
中
の
「
旗
」
と
は
禁
旅

八
旗
、
「
緑
」
は
首
都
に
あ
っ
た
緑
営
、
す
な
わ
ち
巡
捕
営
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
直
隷
省
へ
の
危
機
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
醇
郡
王
が
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

捕
営
へ
の
指
揮
権
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
と
な
っ
た
。

　
巡
営
営
へ
の
指
揮
権
を
付
与
さ
れ
た
港
津
王
は
、
南
苑
に
お
い
て
そ
の
閲
兵
を
行
い
、
不
備
を
指
摘
し
た
上
奏
を
行
っ
た
。
上
奏
を
受
け
た

北
京
朝
廷
は
、
歩
軍
統
領
の
存
誠
ら
に
対
し
て
、
半
年
間
に
渡
っ
て
濃
墨
営
を
整
頓
、
訓
練
し
て
精
鋭
と
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
そ
の
後
、
再

び
神
機
営
王
大
臣
た
ち
が
巡
捕
営
を
「
酌
量
し
て
挑
選
扁
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
う
し
て
醇
郡
王
を
介
し
、
神
機
営
が
巡
錫
営
の
訓
練
を
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

エ
ッ
ク
す
る
機
関
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
　
　
『
簿
辮
夷
務
始
末
（
落
卵
朝
）
口
巻
七
一
、
一
七
～
二
六
頁
、
成
豊
一
〇
年
一

　
一
月
壬
戌
条
、
恭
親
王
、
大
学
士
皿
盛
、
戸
部
左
侍
郎
文
祥
上
奏
、
巻
七
二
、
一

　
一
～
＝
二
頁
、
成
豊
一
〇
年
ご
一
月
癸
酉
（
一
四
日
）
条
、
恭
親
王
等
上
奏
。
僧

　
格
林
沁
は
内
蒙
古
科
爾
沁
左
翼
後
旗
、
勝
保
は
満
洲
鍍
白
旗
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ

　
『
清
史
導
出
』
巻
四
五
、
四
七
に
伝
が
あ
る
。
奪
格
林
沁
に
つ
い
て
は
、
坂
野
正

　
高
瀦
清
僧
格
林
沁
奏
疏
署
解
㎞
に
つ
い
て
」
故
村
松
三
次
教
授
追
悼
事
業
会
編

　
『
故
村
松
祐
次
教
授
追
悼
論
文
集
　
中
圏
の
政
治
と
経
済
ぬ
東
洋
経
済
新
報
社
、

　
～
九
七
五
年
。
山
下
照
照
「
僧
野
南
沁
軍
の
登
場
一
「
清
朝
の
兵
力
上
の
変

　
遷
」
に
関
す
る
一
考
察
一
」
『
社
会
文
化
史
学
』
第
三
二
号
、
一
九
九
四
年
、

　
同
「
忠
親
王
僧
格
林
沁
の
死
」
野
口
鐡
郎
編
脳
中
国
史
に
お
け
る
教
と
国
家
－

　
筑
波
大
学
創
立
二
十
周
年
記
念
東
洋
史
論
集
i
㎞
雄
山
閣
出
版
、
～
九
九
四
年

　
が
あ
る
。

②
神
機
営
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
ど
れ
も
が
み
な
こ
の
上
奏
に
触
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
王
駒
沢
氏
は
上
奏
中
に
神
機
営
の
名
称
が
な
い
こ
と
か
ら
、
神
機
営
と

　
の
直
接
の
関
連
を
否
定
し
て
い
る
（
王
「
関
子
清
末
神
機
営
的
幾
個
問
題
」
）
。

③
な
お
、
神
機
営
設
立
に
至
る
ま
で
の
具
体
的
な
史
実
過
程
に
つ
い
て
は
前
掲
の

　
張
暴
政
氏
や
王
景
沢
氏
に
よ
る
先
行
研
究
を
併
せ
て
参
照
。

④
『
大
清
穆
宗
實
録
』
（
以
下
鴨
穆
宗
實
録
㎞
）
巻
九
、
四
〇
～
四
一
頁
、
成
燕
畳

　
一
年
＝
月
甲
午
条
。

⑤
前
掲
書
、
巻
一
〇
、
七
～
八
頁
、
威
信
＝
年
＝
月
丙
申
条
。
な
お
、
京
営

　
と
い
う
語
が
指
す
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
王
爾
敏
氏
は
積
機
八
旗
と
区
別
し
て

　
火
器
営
・
健
脚
営
・
巡
捕
営
・
圓
明
園
旗
営
を
指
す
と
し
て
い
る
（
王
爾
敏
門
練

　
軍
的
起
源
及
其
意
義
」
『
清
節
軍
事
史
論
集
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

　
八
年
、
七
四
頁
。
初
出
は
『
大
陸
雑
誌
㎞
三
四
巻
六
、
七
期
、
へ
九
六
七
年
）
。

　
し
か
し
、
赫
治
清
・
王
中
衛
、
前
掲
書
、
二
九
二
頁
で
は
禁
旅
踊
躍
を
京
営
八
旗

　
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
植
田
捷
雄
　
魚
返
善
雄
　
坂
野
正
高
　
衛
藤
藩
吉
　
曾
村

　
保
僧
　
共
編
『
中
國
外
交
文
轡
辞
典
（
清
末
篇
〉
㎞
学
術
文
献
普
及
会
、
一
九
五

　
四
年
、
二
八
頁
で
は
、
京
営
を
在
京
緑
営
、
す
な
わ
ち
巡
捕
五
営
（
巡
捕
営
）
と

　
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
噸
清
国
行
政
法
㎞
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
臨
時
台
湾
旧

　
慣
調
査
会
噸
清
国
行
政
法
㎞
第
四
巻
、
復
刻
版
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
二
年
、
二
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七
〇
頁
）
。
本
稿
で
は
、
こ
の
徐
啓
文
へ
の
上
諭
中
に
お
い
て
、
京
営
に
対
応
さ

　
せ
て
「
京
旗
各
醤
」
や
門
京
師
旗
緑
各
螢
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

　
ら
、
当
該
時
期
に
お
い
て
、
京
営
は
禁
旅
八
二
と
巡
画
譜
と
い
っ
た
在
京
諸
営
を

　
広
く
指
し
た
も
の
で
、
後
に
は
同
じ
禁
旅
八
旗
、
の
～
つ
で
あ
る
神
機
営
も
含
ま
れ

　
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

⑥
瑞
麟
は
満
洲
正
藍
旗
、
崇
論
は
漢
軍
正
白
旗
、
忠
興
は
満
洲
正
白
旗
に
属
し
、

　
伝
記
は
そ
れ
ぞ
れ
剛
清
史
列
傳
㎞
巻
四
六
、
五
二
及
び
『
清
史
稿
』
巻
四
一
七
、

　
列
伝
二
〇
四
に
あ
る
。
な
お
、
福
興
は
後
述
す
る
都
興
阿
の
弟
に
あ
た
る
。
遮
克

　
敦
布
に
つ
い
て
伝
未
詳
だ
が
、
『
清
史
稿
㎞
巻
二
～
、
本
紀
二
一
、
穆
宗
本
紀
に

　
散
見
す
る
。

⑦
曾
国
藩
と
二
軍
は
一
八
六
一
年
九
月
五
日
に
は
安
平
を
薫
還
し
て
、
次
第
に
太

　
平
天
国
を
圧
倒
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
頃
の
北
京
に
お
け
る
曾
国
藩

　
の
名
声
は
、
そ
れ
以
前
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
前
の
乱
国
藩
は
、

　
声
望
の
あ
る
導
入
政
治
家
を
介
す
る
こ
と
で
し
か
、
北
京
に
お
け
る
発
言
権
を
得

　
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
竃
鋤
ω
讐
鉾
鋤
ゆ
書
置
ρ
O
ミ
ミ
織
§
職
熱
鴨
壽
無
N
Q
。
軌
○
。
－

　
N
c
。
融
㍉
誤
Q
沁
誘
霧
Q
肉
誤
鵠
暑
卜
N
臣
奎
O
鋤
ヨ
ぴ
甑
猪
Φ
噂

　
ζ
器
。
。
」
㊤
①
介
薯
．
繍
－
㎝
①
）
。
ま
た
、
一
八
六
〇
年
の
江
南
大
営
の
陥
落
を
受
け
、

　
始
め
て
成
豊
帝
が
一
国
藩
を
三
江
総
督
に
任
じ
た
と
い
う
こ
と
や
、
そ
れ
ま
で
の

　
成
豊
帝
が
曾
国
詰
ら
漢
人
に
抱
い
た
警
戒
、
成
豊
帝
死
後
か
ら
同
治
初
年
に
曾
国

　
藩
た
ち
が
北
京
朝
廷
に
重
用
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鈍
器
安
「
太
平

　
天
国
与
成
同
政
局
」
魍
近
代
史
研
究
』
一
九
九
九
年
二
期
総
懸
＝
○
期
、
～
九

　
九
九
年
。
高
中
華
『
齋
順
与
成
豊
政
局
㎞
斉
誓
書
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
七
二
～

　
二
七
五
頁
。

⑧
『
穆
宗
實
録
』
巻
＝
一
、
五
八
～
五
九
頁
、
成
豊
＝
年
＝
一
月
壬
戌
条
。
｝

　
○
ヶ
条
の
章
程
は
、
禁
旅
亭
営
か
ら
神
機
営
に
集
め
る
人
員
の
数
や
訓
練
を
行
う

　
場
所
の
確
定
な
ど
の
実
務
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
全
文
は
光
緒
順
天
府
志
に

　
再
録
さ
れ
て
い
る
（
『
光
緒
順
天
府
志
』
京
師
志
八
、
兵
制
、
神
機
営
、
北
京
古

　
籍
出
版
社
、
　
～
九
八
七
年
、
二
圓
八
～
二
五
〇
頁
。
王
景
沢
「
関
干
清
末
神
機
営

　
的
証
個
問
題
」
三
八
頁
、
注
三
）
。

⑨
隅
穆
宗
實
録
㎞
、
巻
コ
ニ
、
四
七
～
四
八
頁
、
成
豊
＝
年
　
円
月
辛
未
条
。

　
後
述
の
よ
う
に
神
機
営
を
管
理
す
る
王
大
臣
に
は
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、

　
恭
親
王
に
は
首
班
の
象
徴
で
あ
る
印
象
（
鍵
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
噸
成
登
朝

　
上
諭
棺
h
欝
七
六
九
〕
成
豊
一
一
年
一
二
月
一
八
日
条
）
。
文
祥
は
満
洲
正
紅
旗

　
に
属
す
る
旗
．
人
。
伝
記
は
㎎
清
史
列
傳
㎞
巻
紙
…
を
参
進
…
。
ま
た
、
王
景
沢
氏
は

　
こ
の
上
諭
中
に
初
め
て
文
祥
の
名
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
祥
が
神
機
営
設
立

　
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
担
っ
た
と
す
る
従
来
の
説
を
批
判
し
て
い
る
（
王
「
関

　
干
清
末
神
機
営
的
幾
個
問
題
」
）
。

⑩
欄
光
緒
欽
定
大
毒
會
典
事
例
㎞
単
二
六
六
、
一
～
二
頁
。
ま
た
、
王
門
神
機

　
営
一
晩
清
八
旗
軍
事
近
代
化
的
嘗
試
」
八
六
頁
も
参
照
。

⑪
設
立
と
と
も
に
抽
出
さ
れ
た
兵
員
の
内
訳
は
、
護
軍
営
か
ら
擁
槍
兵
五
〇
〇
名

　
と
馬
隊
兵
五
〇
〇
名
の
合
計
…
O
O
O
名
、
圓
明
園
護
軍
営
よ
り
撞
槍
兵
九
〇
〇

　
名
、
健
鋭
営
と
外
火
器
営
か
ら
碁
器
兵
一
〇
〇
〇
名
、
八
旗
満
蒙
醗
騎
営
か
ら
擾

　
槍
兵
二
四
〇
〇
名
、
八
旗
湧
網
蜜
月
か
ら
排
槍
兵
八
○
○
名
、
八
銀
漢
軍
牌
営
か

　
ら
籐
牌
兵
四
〇
〇
名
、
八
旗
漢
軍
徹
営
＝
一
〇
〇
名
、
各
旗
雲
か
ら
雑
技
兵
一
四

　
〇
〇
名
、
内
務
府
精
軍
営
か
ら
刀
矛
兵
二
〇
〇
名
、
内
務
府
三
旗
か
ら
鳥
槍
兵
七

　
〇
〇
名
、
合
計
で
～
○
○
○
○
名
と
な
る
（
『
光
緒
順
天
府
志
』
二
四
九
頁
、
凹
光

　
緒
欽
定
大
清
會
典
事
例
』
巻
＝
六
六
、
四
頁
）
。
ま
た
訓
練
を
受
け
た
兵
員
の

　
原
則
帰
還
や
吉
林
馬
隊
の
訓
練
に
つ
い
て
は
噌
光
緒
欽
定
大
清
覧
典
事
例
b
巻
一

　
　
六
六
、
四
頁
や
『
穆
宗
實
録
臨
巻
一
五
八
、
～
二
頁
、
同
治
四
年
一
〇
月
甲
寅

　
条
を
参
照
。

⑫
楊
二
丁
主
編
『
洋
務
運
動
文
献
彙
編
三
輪
四
七
六
頁
、
総
理
神
機
営
事
務
爽

　
課
等
摺
、
同
治
四
年
七
月
二
九
日
。
佐
々
木
寛
「
洋
務
と
練
兵
」
六
一
八
頁
。
王
、

　
前
掲
論
文
、
八
六
頁
。
張
、
前
掲
論
文
、
六
一
頁
。
な
お
、
実
際
に
威
遠
隊
が
ど

　
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
等
に
つ
い
て
は
、
威
遠
隊
に
言
及
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し
た
史
料
が
極
端
に
少
な
い
た
め
に
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。
王
景
沢
氏
は
威

　
遠
隊
を
神
機
営
の
「
本
体
」
で
あ
っ
た
と
し
、
某
氏
は
威
遠
隊
の
設
立
に
よ
っ
て

　
神
機
営
が
門
面
貌
一
新
」
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
神
機
営
の
兵
員
に
定
数
が
な
か

　
つ
た
こ
と
は
、
咽
光
緒
順
天
府
志
㎞
二
五
～
頁
を
参
照
。

⑬
坂
野
、
前
掲
書
、
二
五
四
買
。
以
後
、
成
豊
帝
崩
御
後
か
ら
辛
酉
政
変
に
至
る

　
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
、
高
、
前
掲
書
の
五
章
を
特
に
参
照
し
た
。

⑭
高
、
前
掲
書
、
二
五
六
頁
、
二
四
八
～
二
四
九
頁
。

⑮
商
、
前
掲
書
、
二
六
七
頁
。
議
政
王
と
な
っ
た
恭
親
王
の
朝
廷
内
で
の
権
力
に

　
つ
い
て
は
、
宝
成
関
『
変
霜
風
禧
政
争
記
』
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、

　
一
五
〇
～
～
五
三
頁
を
参
照
。
ま
た
、
定
時
の
朝
廷
は
周
治
帝
、
恭
親
王
、
西
太

　
后
の
い
わ
ば
帝
、
相
、
后
の
「
三
角
政
治
格
局
“
で
あ
っ
た
と
い
う
（
高
、
前
掲

　
書
、
二
七
一
頁
）
。
坂
野
氏
は
当
時
を
恭
親
王
政
権
と
し
、
沼
尻
氏
は
当
時
を
西

　
太
后
、
恭
親
王
、
地
方
漢
人
窟
僚
の
三
者
鼎
立
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
恭
親
王
の
政

　
治
的
基
盤
の
脆
弱
さ
を
指
摘
す
る
（
坂
野
、
前
掲
書
、
二
七
二
～
二
七
四
頁
。
沼

　
尻
政
徳
門
辛
酉
政
変
に
つ
い
て
i
恭
親
王
考
察
の
～
助
と
し
て
i
」
『
東
洋

　
史
学
論
集
隔
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
一
～
四
二
頁
）
。

⑯
『
穆
宗
實
録
』
巻
；
三
、
二
｝
二
頁
、
同
治
四
年
三
月
壬
寅
条
。

⑰
器
量
「
慈
禧
追
丁
変
新
論
議
帝
王
職
考
」
巨
魁
替
鞘
清
史
論
』
遼
訳
書
社
、
～

　
九
九
三
年
、
二
六
二
頁
。
蛮
件
の
詳
細
な
経
過
は
徐
、
前
掲
書
を
参
照
。
こ
の
弾

　
劾
は
、
西
太
后
と
恭
親
王
の
権
力
闘
争
の
一
環
で
、
察
寿
祓
は
西
太
后
の
意
向
を

　
受
け
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
（
質
山
村
「
慈
禧
何
以
薬
殺
勝
保
？
扁
『
江
海
学
刊

　
文
史
哲
版
』
　
九
八
五
年
第
三
期
、
一
九
八
五
年
、
三
八
頁
。
石
泉
『
甲
午
戦
争

　
前
後
訓
導
清
政
局
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
笠
書
店
、
一
九
九
七
年
、
三
七
頁
。

　
加
藤
徹
『
西
太
后
　
大
空
帝
国
最
後
の
光
芒
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
、

　
　
三
三
～
＝
二
四
頁
）
。
加
藤
氏
は
こ
の
後
の
恭
親
王
の
復
職
に
つ
い
て
「
議
政

　
王
の
肩
書
き
を
失
っ
た
以
外
は
、
以
前
の
役
職
を
す
べ
て
回
復
し
た
」
と
し
て
い

　
る
が
（
加
藤
、
前
掲
轡
、
＝
二
四
頁
）
、
本
稿
で
見
て
い
く
よ
う
に
、
神
機
営
に

　
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
西
太
后
が
敢
え

　
て
弾
劾
事
件
を
起
こ
し
た
の
は
、
太
平
天
国
が
既
に
鎮
圧
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と

　
い
う
（
朱
、
前
掲
論
文
、
　
一
六
頁
）
。

⑱
『
翁
同
餅
日
記
』
転
義
傑
画
聖
、
中
華
組
局
、
一
九
八
九
年
、
第
｝
冊
、
同
治

　
四
年
三
月
初
八
日
条
。
徐
、
前
掲
書
、
二
六
五
頁
。

⑲
『
翁
同
縣
日
記
』
第
一
冊
、
同
治
四
年
三
月
一
四
日
、
一
五
日
、
一
六
罠
条
。

　
『
穆
麿
葱
貰
録
』
巻
＝
二
六
、
　
一
〇
頁
、
同
治
四
年
四
月
戊
富
ハ
久
不
。
徐
、
』
剛
胆
蜘
日
、

　
二
六
五
～
二
七
一
頁
。

⑳
『
穆
宗
實
録
』
巻
一
五
五
、
≡
二
頁
、
同
治
四
年
九
月
己
丑
条
。
以
後
の
神
機

　
営
に
関
す
る
論
功
行
賞
に
お
い
て
も
恭
親
王
で
は
な
く
醇
郡
王
の
名
が
記
さ
れ
て

　
い
る
（
薗
掲
書
、
巻
一
五
六
、
二
五
頁
、
同
治
四
年
一
〇
月
丁
罰
条
）
。

⑳
西
太
后
と
恭
親
王
は
共
に
辛
酉
政
変
を
起
こ
し
た
と
は
い
え
、
蹴
順
一
派
を
処

　
刑
し
た
二
日
後
に
は
、
各
省
や
各
方
面
か
ら
の
軍
事
報
告
と
い
っ
た
、
上
諭
を
必

　
要
と
す
る
案
件
は
全
て
、
ま
ず
両
太
后
に
知
ら
せ
た
後
に
恭
親
王
に
報
告
す
る
よ

　
う
上
諭
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
一
〇
月
中
に
は
恭
親
王
を
監
視
す
る
た
め

　
に
御
史
に
よ
る
弾
劾
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
（
宝
、
前
掲
書
、
一
五
四
～
一
五
八

　
頁
）
。
こ
こ
か
ら
も
政
変
後
早
く
か
ら
西
太
后
が
恭
親
王
を
警
戒
し
て
い
た
様
が

　
わ
か
る
。
ま
た
、
神
機
営
に
は
醇
郡
王
の
引
き
立
て
に
よ
っ
て
栄
禄
が
加
わ
る
が
、

　
栄
禄
は
お
よ
そ
九
年
間
に
渡
っ
て
神
機
営
に
在
職
す
る
。
後
に
は
栄
禄
と
の
人
的

　
関
係
に
よ
り
、
朝
廷
内
の
北
派
と
よ
ば
れ
る
派
閥
を
吸
収
し
た
「
神
機
営
系
統
」

　
が
、
西
太
后
を
支
持
す
る
后
党
の
中
心
勢
力
と
な
っ
た
と
い
う
（
林
文
仁
欄
派
系

　
分
合
與
晩
清
政
治
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
置
四
二
、
五
三
二
頁
。

　
同
名
翰
『
武
衛
軍
』
申
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、
二
四
～
二
五

　
頁
）
。
こ
れ
か
ら
も
神
機
営
が
西
太
后
に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
権
力
の
基

　
盤
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
本
章
で
見
た
よ
う
に
、
そ
の
淵
源
は
成

　
立
時
よ
り
あ
っ
た
と
い
え
る
。

⑫
　
巡
捕
営
は
緑
営
か
ら
成
っ
て
お
り
、
歩
軍
統
領
の
下
、
北
京
の
外
城
と
城
外
を
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管
轄
し
た
。
潮
繋
営
と
歩
軍
営
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
修
「
二
代
の
歩
軍
統
領
衙
門

　
に
つ
い
て
」
『
翼
翼
』
四
一
巻
一
号
、
一
九
入
一
年
が
あ
る
。

㊧
　
　
隅
穆
宗
實
録
㎞
巻
＝
二
七
、
三
八
～
三
九
、
四
六
～
四
八
頁
、
同
治
四
年
四
月

　
癸
巳
条
、
五
四
頁
、
同
治
四
年
四
月
甲
午
条
。

⑳
　
前
掲
書
、
巻
＝
二
八
、
一
二
頁
、
同
治
四
年
五
月
乙
張
条
。

⑳
　
こ
の
後
、
捻
軍
へ
の
備
え
に
神
機
営
が
派
遣
さ
れ
た
時
に
は
輪
軸
営
も
共
に
赴

　
い
て
い
る
（
前
掲
書
、
巻
＝
二
九
、
五
八
頁
、
同
治
四
年
五
月
癸
丑
条
で
は
「
其

　
神
機
螢
派
去
之
圓
明
園
擾
槍
隊
本
締
捕
響
兵
共
二
千
名
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
巻

　
一
四
〇
、
二
六
頁
、
同
治
四
年
五
月
壬
戌
条
で
は
「
神
機
置
所
派
京
兵
二
千
名
」

　
と
さ
れ
て
い
る
。
京
営
と
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
禁
旅
鼠
旗
や
巡
捕
営
な
ど

　
の
在
京
諸
勢
が
京
兵
と
い
う
名
称
で
一
括
さ
れ
て
い
る
）
。

⑳
　
前
掲
書
、
巻
一
四
一
、
＝
二
～
一
四
頁
、
同
治
四
年
閏
五
月
戊
辰
条
。
こ
こ
で

　
指
摘
さ
れ
た
鼠
捕
営
の
不
備
と
は
、
名
簿
の
記
載
と
実
際
の
兵
の
名
蒲
の
不
一
致
、

　
軍
需
晶
の
不
足
な
ど
で
あ
る
。
半
年
後
に
、
醇
二
王
は
訓
練
の
成
果
が
現
れ
て
い

　
る
と
し
て
、
従
来
通
り
に
巡
捕
営
を
歩
軍
統
領
の
指
揮
下
に
置
く
よ
う
に
と
の
上

　
奏
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
北
京
朝
廷
は
、
「
各
旗
螢
統
卒
無
人
扁
を
理
由
に
し
て
、

　
訓
練
の
チ
ェ
ッ
ク
と
そ
の
際
の
弾
劾
に
つ
い
て
は
醇
郡
王
が
行
う
よ
う
に
命
じ
て

　
い
る
（
爺
常
並
、
巻
一
五
八
、
一
～
三
頁
、
同
治
四
年
一
〇
月
壬
子
条
）
。
こ
こ

　
で
は
神
機
営
王
大
臣
で
は
な
く
醇
郡
王
個
人
が
指
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以

　
後
は
神
機
営
が
訓
練
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
か
ら
外
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
単

　
に
訓
練
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
巡
捕
営
の
兵
員
が
神
機
営
で

　
訓
練
を
受
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
渡
辺
、
前
掲
論
文
、
二
七
頁
）
。

第
二
章
　
軍
規
に
よ
る
勇
営
監
視

一八六〇年代における神機営について（根無）

　
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
神
機
営
は
禁
旅
八
旗
へ
の
再
訓
練
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
望
事
（
塩
の
密
売
入
の

武
装
蜂
起
）
や
粗
品
の
侵
入
の
よ
う
に
直
崖
錐
が
戦
場
と
な
る
と
、
北
京
朝
廷
は
こ
れ
ら
の
鎮
圧
の
た
め
に
神
機
営
を
派
兵
し
た
。
そ
の
際
に

神
機
営
と
共
に
鎮
圧
に
従
事
し
た
の
が
、
漢
人
督
撫
に
率
い
ら
れ
た
勇
営
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
神
機
営
は
、
直
隷
省
で
勇
営
と
の
間
に
接
点

を
も
つ
こ
と
と
な
る
が
、
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
八
六
七
年
七
月
、
直
隷
省
内
で
塩
匪
が
蜂
起
し
た
と
の
報
告
が
直
隷
総
督
劉
長
佑
や
総
理
衙
門
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
岡
時
期
に
捻
軍
が

山
東
省
を
躁
号
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
直
隷
省
を
防
衛
す
る
た
め
に
北
京
朝
廷
は
神
機
営
の
派
兵
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
八
月
に
は
、
鑛
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

旗
蒙
古
都
統
の
穆
騰
阿
に
率
い
ら
れ
た
神
機
営
は
塩
匪
を
追
い
、
翼
州
に
ま
で
進
ん
で
い
る
。

　
塩
匪
と
の
戦
い
に
は
、
直
隷
総
督
劉
長
佑
も
緑
営
を
再
編
し
た
直
隷
練
軍
や
鷹
下
の
幕
営
で
あ
る
楚
勇
を
率
い
て
参
戦
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

史
料
上
か
ら
は
神
機
営
と
こ
れ
ら
楚
勇
な
ど
の
間
に
は
直
属
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
や
が
て
両
者
の
関
係
に
変
化
が
現
れ
る
。

73　（631）



　
き
っ
か
け
は
、
穆
騰
阿
の
下
に
あ
っ
た
錘
送
礼
漢
書
副
都
統
の
富
和
が
、
知
州
劉
景
券
か
ら
の
援
軍
が
無
い
た
め
に
敗
北
を
し
た
と
述
べ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
報
告
を
受
け
た
神
機
営
は
事
件
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
、
盤
景
券
の
処
罰
と
軍
規
の
明
確
化
を
求
め
る
上
奏
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
北
京
朝
廷
は
「
穆
予
選
を
し
て
確
實
に
査
明
し
て
、
嚴
慕
懲
越
せ
し
め
よ
」
と
の
上
諭
を
発
し
た
。
直
聯
詩
の
知
州
で
あ
っ
た
焦
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

券
へ
の
調
査
や
処
罰
が
、
劉
長
佑
や
そ
の
後
任
の
直
隷
総
督
官
文
で
は
な
く
神
機
営
を
率
い
る
穆
騰
阿
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
軍
規

の
明
確
化
に
関
し
て
、
こ
の
上
諭
で
は
、
違
反
者
が
あ
れ
ば
弾
劾
し
て
処
罰
す
る
こ
と
を
穆
騰
阿
に
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
象
は

「
有
る
所
の
直
隷
の
帯
兵
各
員
及
び
労
す
る
所
の
各
軍
」
、
す
な
わ
ち
直
隷
省
に
展
開
し
て
い
る
全
て
の
部
隊
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

全
て
の
部
隊
と
し
な
が
ら
も
、
北
京
朝
廷
や
神
機
営
が
特
に
念
頭
に
遇
い
て
い
た
の
は
劉
長
佑
の
楚
勇
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

兵
陳
済
清
も
富
和
へ
の
援
軍
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
際
、
北
京
朝
廷
が
穆
麗
麗
と
官
文
に
発
し
た
、
次
の
上
諭
か
ら
明
由
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
か
さ

　
　
並
び
に
申
ね
て
紀
律
を
明
ら
か
な
ら
し
む
る
に
、
も
し
畏
豪
し
て
前
ま
ず
、
事
機
に
胎
誤
す
る
者
膚
ら
ば
、
即
ち
に
嚴
参
し
、
軍
法
に
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら

　
　
ら
し
て
從
嚴
に
治
罪
せ
し
め
よ
。
直
隷
の
勇
隊
、
も
し
再
に
地
方
を
擾
害
す
る
者
有
ら
ば
、
即
ち
に
嚴
翠
し
て
正
法
せ
し
め
、
劉
長
佑
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
す
る
所
の
楚
勇
は
、
傍
ほ
嚴
し
く
管
東
を
加
へ
し
め
よ
…
。

こ
こ
で
、
北
京
朝
廷
は
、
勇
営
が
何
度
も
軍
規
に
違
反
し
た
場
合
に
は
死
刑
に
せ
よ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
特
に
劉
長
佑
の
群
論
が
名
指
し
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
～
連
の
吉
島
券
や
陳
済
清
を
め
ぐ
る
案
件
に
お
い
て
、
劉
長
佑
が
彼
ら
を
率
い
て
い
た
上
官
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
北
京
朝
廷
は

彼
に
そ
の
調
査
や
処
罰
を
指
示
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
、
現
場
の
神
機
営
官
員
穆
騰
阿
と
朝
廷
内
の
神
機
営
に
よ
る
、
や
り
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
通
じ
て
処
理
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
北
京
朝
廷
は
軍
規
の
明
確
化
に
依
拠
し
て
、
そ
れ
を
発
議
し
た
神
機
営
と
共

に
勇
営
に
対
す
る
関
与
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
先
の
史
料
中
で
も
「
直
隷
の
勇
隊
、
も
し
再
に
地
方
を
擾

害
す
る
者
有
ら
ば
」
と
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
直
隷
省
の
治
安
維
持
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
案
件
で
劉
景
券
が
「
革
職
留
任
」

と
処
分
を
受
け
た
際
に
、
そ
の
罪
状
が
「
縦
勇
擾
民
」
（
自
身
の
率
い
る
勇
を
取
り
締
ま
ら
ず
、
民
に
危
害
を
加
え
た
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
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⑥

か
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
軍
規
に
よ
る
勇
営
へ
の
関
与
は
、
以
後
の
捻
軍

と
の
戦
い
に
お
い
て
も
続
け
ら
れ
た
。

　
一
八
六
八
年
一
月
に
五
三
が
平
定
さ
れ
始
め
る
と
、
穆
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

阿
に
率
い
ら
れ
た
神
機
営
に
も
北
京
へ
の
帰
還
命
令
が
下
る
。

し
か
し
、
同
月
一
七
日
に
は
捻
軍
が
直
寸
評
廣
平
府
（
府
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
永
年
）
に
侵
入
す
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
。
捻
軍
は
、

盟
主
で
あ
っ
た
張
三
三
が
一
八
六
三
年
に
捕
わ
れ
た
後
、
一

八
六
四
年
に
再
起
し
て
河
南
省
、
安
徽
省
、
山
東
省
な
ど
で

活
動
し
、
一
時
は
僧
格
林
沁
を
破
る
程
の
勢
い
を
示
し
た
。

し
か
し
、
一
八
六
六
年
一
〇
月
、
捻
軍
は
山
東
省
で
准
軍
に

敗
北
し
、
山
東
省
に
残
っ
た
東
捻
と
陳
西
省
を
目
指
し
た
西

　
　
　
　
　
　
⑨

捻
と
に
分
裂
す
る
。
そ
の
後
、
東
捻
は
三
軍
に
よ
っ
て
鎮
圧

さ
れ
、
陳
西
省
に
向
か
っ
た
西
捻
が
、
欽
三
大
臣
と
し
て
陳

西
省
、
甘
粛
省
で
ム
ス
リ
ム
の
反
乱
を
鎮
圧
し
て
い
た
陳
甘

総
督
一
宗
業
に
追
わ
れ
、
河
南
省
を
経
由
し
て
直
隷
省
に
達

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
西
捻
（
以
下
、
捻
軍
）
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
神
機

営
は
本
来
の
禁
旅
入
旗
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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⑩

ま
ず
、
陵
墓
守
備
を
名
目
に
し
て
、
北
京
周
辺
の
易
州
、
身
振
、
雄
縣
へ
と
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
神
機
営
で
訓
練
を
受
け
て
い

た
前
鋒
営
や
圓
明
園
馬
隊
な
ど
も
威
遠
隊
と
共
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
原
営
の
名
称
の
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
前
述
の
塩
匪
の
時
に
お
け
る
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

火
器
営
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
一
一
月
に
玉
具
が
保
定
府
に
迫
っ
た
際
に
は
、
恭
親
王
と
神
機
京
王
大
臣
は
「
辮
理
巡
防
事
宜
」
を
命
じ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

神
機
営
は
北
京
城
の
治
安
維
持
を
も
損
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
｝
方
、
聖
母
の
直
隷
省
へ
の
侵
入
に
対
し
、
左
宗
巣
や
山
東
黒
煙
本
工
槙
と
い
っ
た
督
撫
が
直
隷
省
へ
と
軍
を
進
め
、
河
南
省
か
ら
は
南
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

鎮
総
兵
宋
慶
や
前
信
江
布
政
使
改
用
総
兵
張
曜
が
鷹
下
の
勇
営
で
あ
る
豊
里
や
嵩
武
軍
を
率
い
て
来
た
。
し
か
し
、
捻
軍
に
は
騎
馬
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

機
動
力
に
富
ん
で
お
り
、
官
軍
は
そ
の
後
を
追
い
続
け
る
ば
か
り
で
戦
況
は
一
進
一
退
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
北
京
朝
廷
は
事
態
を
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

心
す
る
た
め
、
前
線
に
お
け
る
指
揮
権
を
左
異
業
に
一
本
化
し
、
も
し
そ
の
命
令
に
服
さ
な
い
者
が
あ
れ
ば
弾
劾
上
奏
を
行
う
よ
う
命
じ
た
。

こ
の
時
、
山
東
省
に
は
只
事
を
鎮
圧
す
る
際
に
欽
差
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
李
鴻
章
が
い
た
が
、
北
京
朝
廷
は
李
章
章
と
そ
の
涯
軍
に
も
直
隷
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

へ
の
出
兵
を
命
じ
て
い
た
た
め
、
結
果
的
に
、
耳
翼
と
の
戦
い
で
は
二
人
の
欽
差
大
臣
が
並
立
し
た
こ
と
と
な
る
。

　
だ
が
、
依
然
と
し
て
捻
軍
の
鎮
圧
は
捗
ら
ず
、
こ
う
し
た
状
況
を
憂
慮
し
た
前
戸
部
侍
郎
李
馬
身
が
上
奏
を
行
う
。
李
鴻
藻
は
欽
差
大
臣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

並
立
に
よ
る
弊
害
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
は
、
左
宗
業
と
李
総
量
の
配
下
の
各
将
官
が
互
い
に
反
目
し
て
協
力
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
親
王
を
大
将
軍
に
任
命
し
、
そ
の
補
佐
役
と
し
て
李
鴻
章
と
左
仕
業
を
参
賛
大
臣
と
す
る
こ
と
を
、
李
鴻
藻
は
提

　
　
⑬

案
し
た
。
親
王
の
下
に
、
戦
場
で
の
指
揮
権
を
一
本
化
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
た
北
京
朝
廷
は
そ
の
要
請
を
却
下
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
や
か

「
伍
ほ
恐
ら
く
は
各
大
臣
等
の
意
見
紛
岐
し
、
事
椹
未
だ
一
に
生
す
る
能
は
ず
、
以
て
呼
癒
の
霊
な
ら
ざ
る
を
致
す
」
と
し
て
指
揮
系
統
の
乱

れ
に
つ
い
て
は
認
め
た
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な

　
　
管
路
垂
々
大
臣
並
び
に
各
該
督
撫
等
を
し
て
均
恭
親
王
等
の
節
制
に
興
せ
し
む
。
各
該
大
臣
督
撫
等
は
賊
勢
、
軍
楽
に
於
い
て
倶
に
當
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
随
時
神
機
螢
に
具
報
し
て
蝦
辮
す
べ
し
。

と
、
各
大
臣
や
督
撫
を
恭
親
王
た
ち
の
「
節
制
」
下
に
置
く
こ
と
や
捻
軍
の
情
報
、
戦
況
を
神
機
営
に
報
告
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
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し
、
上
諭
で
は
、
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
神
機
営
の
指
示
を
特
に
仰
ぐ
必
要
が
な
い
と
も
述
べ
る
な
ど
、
各
大
臣
や
督
撫
の
戦
場

に
お
け
る
自
由
裁
量
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
恭
親
王
た
ち
の
「
節
制
」
下
で
指
揮
系
統
の
乱
れ
を
解
消
し
た
こ
と
に
は
到
底
な
ら
な
い
。

　
で
は
、
こ
こ
で
の
「
節
制
」
と
は
具
体
的
に
何
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
の
手
掛
か
り
は
、
李
雲
客
が
持
っ
て
い

た
問
題
意
識
に
あ
る
。
李
鴻
藻
は
、

　
　
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ

　
　
現
兵
勇
の
到
る
所
の
塵
、
騨
に
槍
掠
を
行
ひ
、
民
聞
の
被
害
甚
だ
深
し
。
鷹
に
請
ふ
べ
き
は
該
大
臣
等
に
嚴
に
筋
し
、
申
ね
て
軍
律
を

　
　
明
ら
か
に
し
て
兵
勇
を
約
束
す
る
を
。
も
し
地
方
を
騒
擾
す
る
者
有
ら
ば
、
帯
兵
の
員
弁
を
將
っ
て
治
む
る
に
軍
法
を
以
て
せ
ば
、
梢
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か

　
　
闘
閻
を
靖
ん
ず
べ
き
に
庶
し
。

と
、
官
軍
に
よ
る
民
問
へ
の
略
奪
行
為
に
つ
い
て
触
れ
、
軍
規
に
よ
る
取
締
ま
り
を
求
め
て
そ
の
上
奏
を
終
え
て
い
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
な
よ

う
に
、
李
落
様
が
上
奏
を
行
っ
た
目
的
は
、
官
軍
、
す
な
わ
ち
勇
営
が
直
隷
省
の
治
安
を
乱
す
こ
と
の
防
止
で
あ
っ
た
。
同
様
の
指
摘
は
御
史

游
百
川
も
行
っ
て
い
る
が
、
特
に
游
百
川
は
、
潅
軍
や
左
通
馬
首
下
の
勇
営
が
か
つ
て
山
東
省
や
陳
西
省
で
行
っ
た
略
奪
に
つ
い
て
述
べ
て
い

⑳る
。
当
時
の
直
隷
省
に
は
、
塩
匪
の
頃
に
比
較
し
て
よ
り
多
く
の
勇
営
が
入
っ
て
い
た
た
め
、
勇
営
に
よ
る
治
安
の
破
壊
へ
の
恐
れ
は
、
一
層

強
く
北
京
朝
廷
及
び
神
機
営
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
北
京
朝
廷
か
ら
各
大
臣
、
督
撫
へ
の
「
節
制
」
を
命
じ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な

れ
た
恭
親
王
と
神
機
営
は
、
各
督
撫
へ
の
弾
劾
上
奏
を
行
う
意
思
を
述
べ
、
続
け
て
「
各
路
の
兵
器
は
均
鷹
に
各
お
の
羅
衣
を
穿
つ
べ
く
、
任

意
の
装
束
を
准
さ
ず
、
並
び
に
四
出
し
て
滋
嘉
す
る
を
准
さ
ず
、
業
に
臣
等
よ
り
札
も
て
統
兵
大
臣
、
督
撫
を
し
て
約
束
を
嚴
行
せ
し
む
」
と

述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
督
撫
が
率
い
る
各
部
隊
に
対
し
て
制
服
の
着
用
や
騒
動
の
防
止
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
神
機
営
は

「
其
の
各
軍
の
統
帯
、
益
々
官
の
職
街
名
並
び
に
各
階
防
剃
の
馬
歩
兵
勇
の
簡
明
な
る
数
目
」
を
報
告
す
る
こ
と
も
命
じ
、
各
勇
営
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

将
官
の
身
分
や
兵
員
の
数
を
把
握
す
る
意
向
を
固
め
た
。

　
以
上
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
北
京
朝
廷
が
命
じ
た
「
節
制
」
と
は
直
三
省
に
あ
る
各
雌
馬
を
監
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

監
視
は
、
二
面
の
頃
に
お
け
る
と
同
様
に
軍
規
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
具
体
的
で
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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で
は
、
こ
う
し
た
神
機
営
に
よ
る
監
視
に
つ
い
て
、
督
獲
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
を
直
接
に
示
す
史
料

は
見
当
た
ら
な
い
が
、
例
え
ば
去
冬
章
は
こ
の
直
後
に
上
奏
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
山
東
省
で
東
捻
を
平
定
し
た
時
の
自
身
と
潅
軍
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

験
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
李
鴻
章
は
、
慮
分
は
「
祇
だ
冬
営
、
練
兵
を
嘉
す
る
の
み
」
で
、
前
線
の
各
部
隊
に
過
度
な
関
与
を
行
わ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
諸
將
は
牽
製
す
る
所
無
く
、
以
て
放
手
に
劇
期
し
て
憩
い
に
も
成
功
を
告
ぐ
る
を
得
る
」
と
す
る
。
こ
の
中
で
は
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

機
営
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
対
応
す
る
上
諭
で
は
、
「
神
機
螢
の
指
示
を
聴
候
し
て
多
く
粗
製
を
致
す
を
庸
ふ
る
母
か
れ
」
と
さ
れ

　
　
　
⑬

て
い
る
。
恐
ら
く
、
神
機
営
が
李
勲
章
に
対
し
て
細
々
と
し
た
指
示
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
、
李
鴻
章
は
、
現
在
の
神
機
営
と

自
身
の
関
係
を
以
前
の
自
身
と
准
軍
に
な
ぞ
ら
え
て
、
批
判
的
な
上
奏
を
行
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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①
　
　
『
劉
武
愼
公
遺
書
一
巻
一
三
「
醐
二
流
窪
片
」
同
漏
穴
年
六
月
～
一
日
、
巻
一

　
四
門
愚
筆
叩
扉
南
窟
鰐
鳥
上
品
疏
」
同
治
六
年
七
月
一
六
日
。
噸
穆
宗
實
録
輪
巻

　
二
〇
六
、
　
～
～
【
幕
貝
、
同
治
六
年
置
需
品
亥
条
、
巻
二
〇
七
、
二
四
百
バ
、
㎜
隅
治
六

　
年
七
月
辛
酉
条
、
巻
二
〇
八
、
一
三
頁
、
同
治
六
年
七
月
丙
子
条
。
塩
匪
と
の
戦

　
い
で
は
、
神
機
営
内
で
訓
練
を
受
け
て
い
た
内
火
器
営
が
そ
の
名
称
を
変
え
る
こ

　
と
な
く
、
穆
騰
阿
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
前
掲
譜
、
巻
二
一
四
、

　
三
九
頁
、
同
治
六
年
十
月
煮
凝
条
）
。
穆
騰
阿
は
前
章
で
挙
げ
た
～
○
ヶ
条
の
章

　
程
で
特
に
指
名
さ
れ
て
神
機
営
に
入
っ
た
者
で
あ
る
。
彼
は
後
の
同
治
七
年
一
月

　
に
あ
っ
て
も
神
機
営
に
い
る
（
『
一
緒
順
天
府
志
㎞
二
四
九
頁
、
『
穆
宗
實
録
㎞
巻

　
二
二
二
、
二
五
頁
、
同
治
七
年
正
月
乙
三
条
）
。

②
前
掲
書
、
巻
＝
五
、
一
＝
頁
、
岡
治
六
年
＝
月
乙
卯
粂
。
な
お
、
こ
の
直

　
前
に
、
劉
長
佑
は
戦
果
の
芳
し
く
な
い
こ
と
を
理
由
に
稲
叢
さ
れ
た
。
し
か
し
、

　
引
き
続
き
楚
勇
を
率
い
て
鎮
圧
に
従
事
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
後
任
の
窟
隷
総
督

　
に
は
官
文
が
任
命
さ
れ
た
（
前
掲
書
、
巻
二
一
五
、
＝
二
～
一
四
頁
、
同
治
六
年

　
～
一
月
癸
丑
条
）
。
窟
和
は
捻
軍
と
の
戦
い
に
備
え
て
盛
京
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き

　
た
者
で
あ
る
（
前
掲
書
、
巻
一
二
〇
、
一
四
～
一
五
頁
、
同
治
六
年
八
月
己
亥
条
、

　
巻
二
一
四
、
三
七
頁
、
同
治
六
年
一
〇
月
二
二
条
）
。
ま
た
、
総
数
芽
や
そ
の
父

　
劉
豊
漁
、
そ
し
て
兄
の
総
兵
劉
景
芳
が
率
い
て
い
た
部
隊
は
、
実
際
に
は
塩
匪
を

　
多
数
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
塩
煮
と
の
内
通
疑
惑
さ
え
あ
っ
た
（
前
掲
書
、
巻
二

　
～
∴
ハ
、
　
～
・
九
百
ハ
、
　
開
例
治
⊥
ハ
年
一
　
一
月
田
一
7
丁
条
）
。

③
前
掲
書
、
男
爵
～
五
、
二
三
頁
、
同
治
六
年
＝
月
丙
辰
条
。
陳
済
清
は
楚
勇

　
の
中
の
雲
字
営
と
い
う
部
隊
を
率
い
て
お
り
、
こ
れ
は
楚
勇
裁
撤
の
折
、
劉
長
佑

　
に
よ
っ
て
特
に
直
隷
省
に
残
さ
れ
た
部
隊
で
あ
る
（
『
劉
武
闘
公
遺
書
睡
巻
七

　
「
楚
勇
撤
回
湖
讃
片
」
同
治
三
年
七
月
初
八
日
）
。

④
㎎
穆
宗
實
録
緬
巻
二
皿
六
、
～
○
買
、
同
治
六
年
置
月
壬
戌
条
。
ま
た
、
前

　
注
③
で
は
、
劉
長
佑
は
革
職
後
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
陳
済
清
の
二
二
と
弾
劾

　
は
劉
長
佑
と
穆
岩
窟
が
行
う
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
後
の
こ
の

　
史
料
で
は
劉
長
佑
で
は
な
く
、
穆
騰
阿
と
官
文
が
指
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
実
際
の
調
査
と
弾
劾
は
穆
騰
阿
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
そ
れ
が
北
京
朝
廷
の

　
意
向
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑤
前
掲
書
、
巻
二
　
七
、
一
六
頁
、
同
治
六
年
＝
月
乙
亥
条
。
前
掲
書
、
巻
二

　
｝
六
、
二
七
頁
、
同
治
六
年
～
一
月
丙
寅
条
で
は
、
穆
騰
阿
が
劉
三
重
の
調
査
を
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神
機
営
に
一
任
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
案
件
の
処
理
が
、
戦

　
地
の
警
士
阿
と
朝
廷
内
の
神
機
営
と
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ

　
と
が
わ
か
る
。

⑥
龍
下
書
、
巻
二
一
七
、
三
〇
頁
、
同
治
六
年
＝
月
己
卯
条
。
黒
鳥
清
へ
の
処

　
分
は
具
体
的
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
塩
匪
が
鎮
圧
さ
れ
た
時
に
、
そ
の

　
功
績
に
よ
っ
て
「
復
調
革
総
兵
窟
陳
濟
世
職
、
欝
欝
花
紺
…
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

　
と
か
ら
、
同
じ
く
革
職
留
任
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
（
前
掲
書
、
巻
　
＝
九
、

　
七
頁
、
　
同
治
山
ハ
年
一
二
月
ノ
士
辰
条
）
。

⑦
前
掲
書
、
巻
二
一
九
、
四
頁
、
＝
一
頁
、
同
治
六
年
＝
万
皿
盛
条
、
甲
午
条
。

⑧
何
上
達
『
平
芝
及
清
代
之
治
捻
馳
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
二
〇
～
頁
。

　
白
井
健
子
「
粛
軍
期
に
於
け
る
郷
勇
一
捻
軍
の
反
乱
と
漢
人
官
僚
一
」
『
史

　
苑
臨
第
四
一
巻
第
二
号
、
一
九
八
二
年
、
一
九
頁
。
閤
名
壁
ぴ
q
－
O
鐵
ロ
o
q
匡
ρ

　
、
．
↓
冨
0
7
．
ぎ
ひ
q
菊
Φ
ω
8
鑓
自
8
．
．
旨
。
ぎ
．
円
閃
負
。
貯
σ
露
ぎ
巴
9
ミ
N
鴨
G
§
さ
識
黛

　
電
詠
な
塁
駄
O
ミ
、
§
く
o
H
H
O
．
O
g
。
ヨ
σ
ユ
α
ゆ
Q
Φ
d
勘
く
嘆
。
。
詳
く
℃
溝
の
。
。
工
臨
Q
。
暫
P
禽
①
．

　
以
後
の
捻
軍
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
諸
氏
の
研
究
に
よ
る
。

⑨
僧
僧
林
沁
戦
死
に
よ
っ
て
愚
臣
営
が
神
機
営
で
訓
練
を
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ

　
た
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
が
、
こ
の
時
、
山
東
省
か
ら
の
二
軍
の
薩
隷
省
侵
入
に

　
備
え
て
、
神
機
営
は
河
間
一
帯
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
捻
軍
が
分
裂
し

　
て
直
帰
省
が
小
康
状
態
と
な
る
と
、
塩
匪
の
蜂
起
ま
で
『
實
録
』
等
の
史
料
上
か

　
ら
は
神
機
営
の
名
は
見
ら
れ
な
く
な
る
（
魍
穆
宗
實
録
睡
巻
一
三
九
、
三
六
頁
、

　
同
治
四
年
五
月
辛
亥
条
）
。

⑩
前
掲
書
、
三
二
二
二
、
　
六
～
一
七
頁
、
同
治
七
年
正
月
甲
子
三
、
巻
ニ
ニ
四
、

　
四
頁
、
同
治
七
年
二
月
己
卯
条
。
陵
墓
守
備
に
つ
い
て
は
、
醇
郡
王
が
自
ら
赴
き

　
た
い
と
の
上
奏
を
行
っ
て
い
る
が
裁
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は

　
醇
郡
王
が
北
京
で
神
機
営
を
統
括
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
（
前
掲
書
、
巻
二
二

　
二
、
＝
二
～
一
四
頁
、
同
治
七
年
正
月
癸
亥
条
）
。

⑪
噸
欽
定
劇
軸
捻
匪
方
略
㎞
（
以
下
『
方
略
㎏
）
巻
工
九
六
、
三
～
四
頁
、
二
六
～

　
二
黒
頁
、
同
治
七
年
正
月
＝
二
日
壬
戌
条
、
十
五
日
甲
子
条
な
ど
。

⑫
明
穆
宗
實
録
蝕
直
訴
二
二
、
二
二
頁
、
同
治
七
年
正
月
甲
子
条
。
醐
方
略
㎞
巻

　
二
九
六
、
二
八
頁
、
同
治
七
年
正
月
一
五
日
甲
子
条
。
ま
た
、
『
穆
宗
實
録
㎞
巻

　
二
二
一
一
、
二
五
頁
、
同
治
七
年
正
月
乙
丑
条
。
隅
方
略
臨
巻
二
九
七
、
六
～
七
頁
、

　
同
治
七
年
正
月
一
六
日
乙
試
訳
も
参
照
。
渡
辺
、
前
掲
論
文
、
二
七
頁
。

⑬
『
中
国
近
代
史
資
料
叢
刊
捻
軍
二
㎞
所
収
『
豫
軍
紀
略
』
（
以
下
、
噸
豫
軍
紀

　
略
（
捻
軍
二
）
㎞
）
四
四
四
頁
。
宋
慶
に
つ
い
て
は
『
清
史
稿
』
巻
四
六
一
、
列
伝

　
二
四
八
、
張
曜
に
つ
い
て
は
繭
掲
書
、
巻
筆
五
四
、
列
伝
二
四
一
を
参
照
。
毅
軍

　
と
嵩
武
軍
は
、
河
南
巡
撫
李
鶴
年
の
下
で
そ
の
規
模
を
整
理
拡
充
し
て
い
る

　
（
㎎
豫
軍
紀
略
（
捻
軍
二
）
㎞
四
二
八
～
四
二
九
、
四
三
九
頁
）
。
な
お
、
毅
軍
と

　
嵩
武
庫
は
そ
の
出
身
で
あ
る
河
南
省
の
名
を
と
っ
て
豫
軍
と
も
総
称
さ
れ
て
い
る
。

　
総
軍
に
つ
い
て
は
白
井
、
箭
掲
論
文
、
二
五
～
二
八
頁
を
参
照
。

⑭
直
隷
省
に
侵
入
し
た
捻
軍
は
、
算
当
、
固
安
ま
で
北
上
し
て
丁
宝
槙
と
交
戦
し
、

　
南
下
し
て
山
州
を
経
由
し
河
間
へ
と
向
か
っ
た
（
一
連
の
二
軍
の
動
き
に
関
し
て

　
は
、
桐
、
前
掲
書
、
二
〇
二
頁
と
四
一
一
頁
の
地
図
を
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
状

　
況
に
対
し
て
、
北
京
朝
廷
は
各
級
撫
に
督
促
や
叱
資
を
行
っ
て
い
る
（
開
穆
宗
實

　
録
』
巻
二
一
＝
一
、
三
～
四
頁
、
一
一
頁
、
同
治
七
年
正
月
辛
酉
条
、
壬
戌
条
な

　
ど
）
。

⑮
筋
掲
書
、
巻
二
二
三
、
一
六
～
　
七
、
一
九
貰
、
同
治
七
年
正
月
乙
亥
条
。

⑯
山
東
省
の
李
憲
章
や
そ
の
下
に
あ
っ
た
紅
軍
、
特
に
劉
銘
伝
へ
の
出
兵
命
令
は
、

　
噸
穆
宗
實
録
㎞
巻
二
二
二
、
＝
頁
、
同
治
七
年
正
月
盲
愛
条
の
ほ
か
、
前
掲
書
、

　
巻
二
一
＝
、
二
～
三
頁
、
一
七
頁
、
二
〇
頁
、
二
四
～
二
五
頁
、
同
治
七
年
正
月

　
庚
本
条
、
丙
辰
条
、
丁
巳
条
、
己
未
条
な
ど
。

⑰
以
下
、
李
鴻
藻
に
よ
る
上
奏
は
全
て
『
方
略
㎏
巻
三
〇
〇
、
二
九
～
三
一
頁
、

　
同
治
七
年
二
月
初
五
日
癸
未
条
。

⑱
左
宗
巣
と
李
鴻
章
の
こ
の
時
期
の
確
執
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
劉
艦
智
嶋
清

　
代
史
料
筆
記
叢
刊
　
異
僻
録
㎞
「
面
上
章
左
宗
巣
各
不
条
下
扁
中
華
書
局
、
一
九

（637）79



八
八
年
、
五
七
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
親
王
を
大
将
軍
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

李
鴻
藻
は
か
つ
て
の
太
平
天
国
に
よ
る
北
伐
を
先
例
と
し
て
い
る
。
太
平
天
国
に

よ
る
北
伐
の
時
に
は
、
北
京
朝
廷
は
恵
親
王
を
奉
命
大
将
軍
に
、
僧
緑
林
沁
を
参

賛
大
臣
に
任
命
し
た
。
当
時
の
上
諭
に
つ
い
て
は
、
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研

究
所
近
代
史
資
料
編
輯
室
編
『
太
平
軍
北
伐
資
料
選
編
』
斉
魯
露
社
、
一
九
八
四

年
、
五
三
一
頁
を
参
照
。
ま
た
、
奉
命
大
懸
軍
に
関
す
る
記
述
で
は
、
李
楊
華

㎎
紙
上
談
（
捻
軍
～
）
h
三
七
三
～
三
七
四
頁
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
奉
命
大

将
軍
の
地
位
が
「
平
門
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
多
分
に
形
式
上
の
存
在
に
過
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
悪
親
王
が
守
山
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
当
時
の
北
京
お

よ
び
北
伐
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
菊
池
秀
明
「
太
平
天
国
の
北
伐
中
期
に
お
け
る

諸
問
題
一
山
西
か
ら
天
津
郊
外
ま
で
」
『
国
際
基
督
教
大
学
学
報
、
ω
－
〉
■
ア
ジ

ア
文
化
研
究
㎞
三
三
巻
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
六
～
二
〇
九
頁
を
参
照
。
尚
、
康

　
煕
朝
や
雍
正
朝
、
乾
隆
線
な
ど
の
従
来
の
軍
事
行
動
に
お
け
る
大
将
軍
の
任
命
例

　
に
つ
い
て
は
簡
単
な
が
ら
も
、
胡
思
案
『
近
代
史
料
筆
記
叢
刊
　
国
聞
備
乗
』
中

　
緯
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、
二
六
～
二
七
買
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
宝
、
前
掲
書
、

　
三
五
頁
）
。

⑲
噸
方
略
㎞
巻
三
〇
〇
、
三
二
頁
、
同
治
七
年
工
月
初
五
日
癸
未
条
。

⑳
前
掲
書
、
巻
石
〇
エ
、
二
〇
頁
、
同
治
七
年
二
月
一
四
日
壬
三
条
。

⑳
前
掲
書
、
巻
三
〇
～
、
四
頁
、
同
治
七
年
二
月
初
七
日
乙
酉
条
。

⑫
　
前
掲
書
、
巻
三
〇
三
、
三
頁
、
同
治
七
年
二
月
一
七
日
乙
未
条
。
こ
の
上
奏
は

　
剛
准
軍
平
捻
記
（
捻
軍
一
）
』
一
九
五
～
一
九
六
頁
に
額
殿
と
思
わ
れ
る
も
の
が

　
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
山
東
省
防
州
か
ら
直
隷
省
天
津
、
河
間
一

　
帯
へ
速
や
か
に
赴
く
よ
う
に
と
の
上
諭
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

⑬
　
前
掲
書
、
巻
三
〇
三
、
九
頁
、
同
治
七
年
二
月
～
七
日
乙
誤
爆
。

80　（638）

第
三
章
　
期
限
設
定
と
都
興
阿
派
遣

　
こ
こ
で
再
び
捻
軍
の
動
き
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
八
六
八
年
三
月
、
直
隷
省
に
侵
入
し
た
捻
軍
は
、
丁
宝
槙
や
李
鴻
章
の
派
遣
し
た
准

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

軍
に
追
わ
れ
て
河
南
省
へ
と
移
動
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
神
機
営
は
北
京
周
辺
に
展
開
し
て
い
た
部
隊
の
撤
収
を
上
奏
す
る
。

　
し
か
し
、
捻
軍
は
山
東
省
を
経
由
し
て
再
び
直
隷
省
に
入
り
、
更
に
北
上
す
る
動
き
を
見
せ
た
。
そ
こ
で
、
神
機
営
は
捻
軍
の
北
上
を
許
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
と
し
て
各
督
撫
へ
の
処
罰
を
求
め
た
。
ま
た
、
神
機
営
は
禁
旅
八
旗
を
用
い
た
防
衛
策
を
上
奏
し
、
北
京
朝
廷
は
こ
れ
を
裁
可
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
防
衛
策
は
当
時
神
機
営
を
率
い
て
い
た
恩
承
の
報
告
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
主
に
、
易
州
を
守
備
し
て
い
た
神
機
営

威
遠
落
字
、
鋭
字
の
両
部
隊
の
定
興
、
任
郵
へ
の
移
動
と
、
聡
慧
み
ず
か
ら
繊
鋭
営
と
朧
騎
営
を
率
い
て
任
郵
、
河
間
一
帯
へ
赴
く
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
捻
軍
は
南
皮
へ
と
北
上
を
開
始
し
て
い
た
た
め
、
恩
承
の
派
遣
は
そ
れ
に
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
准
軍
な
ど
の
勇
営
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
部
隊
は
い
ず
れ
も
最
前
線
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
禁
旅
八
旗
の
温
存
と
考
え
ら



一八六〇年代における神機営について（根無）

れ
る
。
ま
た
、
威
導
爆
が
向
か
う
定
心
や
任
邸
は
、
よ
り
北
に
位
置
し
て
お
り
特
に
北
京
と
も
近
い
。
こ
こ
か
ら
神
機
営
自
身
、
ひ
い
て
は
北

京
朝
廷
が
戦
力
と
し
て
神
機
営
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
捻
軍
の
鎮
圧
に
従
事
し
て
い
る
全
部
隊
の
中
で
、

神
機
営
こ
そ
が
北
京
防
衛
の
要
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
全
部
隊
に
は
他
の
禁
旅
各
営
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
認

識
を
示
す
も
の
と
し
て
、
長
園
の
策
を
め
ぐ
る
醇
郡
王
の
動
向
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
長
園
の
策
と
は
兼
帯
章
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
、
運
河
を

利
用
し
て
捻
軍
を
追
い
詰
め
る
作
戦
だ
が
、
こ
れ
に
醇
郡
王
が
異
を
唱
え
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
李
鴻
章
は
「
醇
邸
の
疏
も
て
長
田
の
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
耀
け
る
は
、
神
機
螢
の
遠
く
運
西
を
防
ぐ
を
肯
じ
ざ
る
が
爲
に
し
て
獲
す
る
に
似
た
り
…
」
と
分
析
し
て
い
る
。
避
難
王
や
北
京
朝
廷
は
神

機
営
を
遠
方
に
派
遣
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
神
機
営
が
危
惧
し
た
よ
う
に
、
南
皮
を
目
指
し
た
捻
軍
は
天
津
へ
と
北
上
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
准
軍
と
戦
っ
て
敗
退
し
た
。
こ
れ
は
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

機
営
が
防
衛
策
を
上
奏
す
る
前
日
の
出
来
事
で
あ
り
、
そ
の
後
、
捻
軍
は
山
東
省
に
向
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
に
前
線
諸
部
隊
へ
の
指
揮
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
李
鴻
童
・
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
捻
軍
が
山
東
省
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
こ
と
を
好
機
と
と
ら
え
た
恭
親
王
と
神
機
営
は
、
李
鴻
章
に
対
し
て
鎮
圧
の
期
限
を
設
定
す
る
よ
う
に

　
　
　
⑦

上
奏
し
た
。
そ
の
期
限
は
一
ヶ
月
で
あ
り
、
も
し
未
達
成
と
な
っ
た
場
合
に
は
厳
し
く
罰
す
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
期
限
が
設
定
さ
れ
た
主

な
理
由
と
し
て
は
、
捻
軍
が
北
上
し
て
再
び
直
隷
省
に
入
る
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
更
に
重
要
な
理
由
は
、
勇
が
軍

規
を
守
ら
ず
に
各
地
で
治
安
を
乱
し
、
住
民
と
衝
突
を
す
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
奏
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
う
し
た
事
態
は
別
な
騒
乱
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
そ
う
い
っ
た
騒
乱
が
北
京
周
辺
に
ま
で
波
及
す
る
こ
と
を
、
恭
親
王
や
神
機
営

は
最
も
警
戒
し
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
依
然
と
し
て
勇
に
よ
る
治
安
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
勇
営
に
よ
る
治
安
の
破
壊
を
防
ぐ
こ
と
は
、
北
京
朝
廷
や
神
機
営
に
と
っ
て
反
乱
を
鎮
圧
す
る
こ
と
と
同
等
の
課
題
で
あ
っ
た
。
そ

の
手
段
と
し
て
弾
劾
上
奏
や
軍
規
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
『
實
録
』
や
『
方
略
陶
を
見
る
限
り
で
は
、
弾
劾
上
奏
は
行
わ
れ
た
形
跡
が

　
⑧
な
く
、
軍
規
に
つ
い
て
も
、
ど
こ
ま
で
そ
の
明
確
化
が
徹
底
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
捻
軍
を
鎮
圧
し
た
直
後
で
は
あ
る
が
、
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左
宗
巣
と
そ
の
配
下
の
郭
運
昌
た
ち
が
二
軍
の
残
党
を
追
っ
て
い
る
様
子
に
つ
い
て
、
李
鴻
章
は
「
郭
運
昌
の
暴
勇
は
到
る
庭
に
て
騒
擾
し
、

東
北
一
帯
に
驚
喜
を
致
さ
ば
薫
れ
賊
な
り
。
神
機
螢
は
屡
ば
撤
防
を
癒
す
る
も
、
亦
た
之
が
顧
み
ず
」
と
、
彼
ら
が
神
機
営
か
ら
の
撤
退
命
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
無
視
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
有
様
が
も
は
や
賊
と
何
ら
変
わ
り
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
や
先
に
挙
げ
た
李
下
章
に
よ
る

批
判
な
ど
か
ら
、
神
機
営
に
よ
る
指
示
や
監
視
の
実
効
性
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
お
そ
ら
く
、
勇
営
側
が
服
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
神
機
営
が
強
い
て
鎮
圧
の
期
限
を
設
定
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
監
視
と
い
う
姿
勢
か
ら
一
歩
を
進
め
た
こ

　
　
　
⑩

と
に
な
る
。

　
北
京
朝
廷
と
神
機
営
が
鎮
圧
の
期
限
を
設
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
前
線
で
財
経
の
策
を
進
め
て
い
た
李
鴻
章
は
「
醇
邸
は
忽
か
に
長
圏
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
然
ら
ず
と
爲
す
、
而
し
て
又
限
り
を
｝
月
に
定
め
て
賊
を
滅
ぼ
せ
と
せ
ば
、
知
ら
ず
や
何
に
從
り
て
か
滅
起
せ
ん
を
」
と
批
判
し
て
い
る
。

李
鴻
章
は
、
神
機
営
が
発
議
し
た
期
限
の
設
定
を
醇
郡
王
の
意
向
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
神
機
営
の
遠
方
へ
の
派
遣
に
醇
郡
王
が
反
対
し
て
い

た
こ
と
や
、
そ
れ
が
神
機
営
に
よ
る
防
衛
策
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
加
味
す
る
と
、
当
時
、
神
機
営
の
首
班
で
あ
っ
た
醇
二
王
が
、
営
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
の
意
思
決
定
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
李
鴻
章
の
批
判
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
神
機
営
と
前
線
に
あ
る
督
撫
の
間
に
は
作
戦
の
不
一
致
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
指
揮
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

統
の
変
更
に
よ
る
李
忍
車
と
左
二
業
の
軋
礫
も
あ
り
、
～
ヶ
月
と
い
う
鎮
圧
の
期
限
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
捻
軍
は
直
隷
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

へ
と
再
度
の
侵
入
を
試
み
る
。

　
そ
こ
で
神
機
営
に
よ
る
勇
営
へ
の
関
与
は
新
た
な
段
階
に
至
っ
た
。
神
機
営
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ

　
　
査
す
る
に
現
在
の
製
匪
の
情
形
は
、
必
ず
統
兵
大
員
の
譲
歩
長
旅
を
督
塾
し
て
親
ら
前
敵
に
赴
き
緊
蹄
し
て
追
益
す
る
を
須
ち
て
、
方
め

　
　
て
迅
速
に
事
を
蔵
す
べ
し
。
芝
露
阿
は
久
し
く
行
間
を
懸
て
、
素
よ
り
軍
略
に
欄
た
り
、
且
つ
能
く
勢
苦
に
耐
ゆ
…
惟
だ
刻
下
の
軍
情
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ

　
　
必
ず
該
將
軍
の
詳
ら
か
に
酌
鞍
を
加
へ
て
審
愼
に
辮
直
す
る
を
須
ち
て
、
方
め
て
計
の
萬
全
に
出
つ
る
べ
し
。
擬
し
て
請
ふ
ら
く
は
該
將

　
　
軍
に
筋
下
し
先
行
し
て
天
津
に
馳
せ
赴
き
、
賊
勢
、
軍
情
を
察
度
せ
し
め
、
其
の
慮
に
進
劉
の
如
何
及
び
隊
伍
を
抽
浴
す
る
の
一
切
の
機
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一八六〇年代における神機営について（根無）

　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
宜
は
、
統
べ
て
都
興
阿
よ
り
酌
藪
し
て
迅
速
に
奏
明
せ
し
む
る
べ
し
。

こ
こ
で
神
機
営
は
前
線
の
指
揮
権
を
改
め
て
大
官
に
統
　
す
る
こ
と
、
そ
の
大
官
に
は
腎
管
将
軍
で
あ
っ
た
都
興
阿
が
適
任
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
。
併
せ
て
、
春
嵐
な
ど
の
率
い
る
馬
隊
以
外
に
宋
慶
や
張
曜
、
陳
国
瑞
と
い
っ
た
部
隊
を
都
蝋
管
の
直
属
と
す
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
た
上
諭
は
「
都
興
阿
を
し
て
管
理
神
機
螢
事
務
と
せ
し
め
、
授
け
て
欽
差
大
臣
と
爲
す
」
と
し
、
都
寺
阿
に
直
属
す
る
部
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
つ
い
て
も
神
機
営
の
上
奏
通
り
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
先
述
の
通
り
、
張
曜
や
宋
慶
は
毅
軍
な
ど
の
勇
営
を
率
い
て
お
り
、
春
壽
は
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

機
営
で
訓
練
を
受
け
て
い
た
吉
林
や
黒
龍
江
の
馬
隊
を
率
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
四
部
隊
は
、
李
鴻
章
が
掌
記
を
鎮
圧
す
る
中
心
人
物
と

な
っ
て
以
後
は
そ
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
都
育
阿
を
欽
差
大
臣
に
任
命
し
た
先
の
上
諭
は
、
期
限
を
守
る
こ
と
の
な
か
っ
た
洋
酒
章
ら
へ
の
処
罰
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
「
降
三
級
留
任
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
処
罰
は
決
し
て
重
い
も
の
で
は
な
い
。
革
職
留
任
と
同
様
に
、
い
わ

ば
執
行
猶
予
の
あ
る
現
状
維
持
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
従
来
は
誤
読
阿
の
派
遣
は
北
京
朝
廷
の
動
揺
を
示
す
も
の
と
し
て
批
判
的
に
見
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
当
時
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
下
国
藩
や
李
鴻
章
は
＝
國
三
公
」
と
し
て
器
差
大
臣
の
乱
立
、
指
揮
系
統
の
混
乱
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
左
宗
巣
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

督
撫
、
大
官
の
多
さ
を
批
判
し
て
自
身
の
動
き
が
束
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
は
あ
く
ま
で
も
漢
入
督
撫
に
よ
る

一
方
的
な
見
方
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
は
北
京
朝
廷
と
神
機
営
の
意
図
を
見
誤
る
こ
と
に
な
る
。

　
で
は
、
北
京
朝
廷
と
神
機
営
の
意
図
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
欽
差
大
臣
に
都
興
阿
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
乱
立
を
意
味
し

な
い
。
清
史
稿
の
都
面
罵
の
伝
で
は
、
こ
れ
を
「
名
を
列
ね
る
に
鴻
章
、
得
替
の
上
に
在
り
」
と
す
る
。
都
興
阿
は
同
じ
落
差
大
臣
で
あ
っ
て

も
、
実
際
は
李
鴻
章
や
左
宗
巣
よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
「
管
理
神
機
営
事
務
」
の
兼
務

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
兼
務
に
こ
そ
北
京
朝
廷
と
神
機
営
の
意
図
が
あ
る
。
文
祥
に
よ
る
と
、
当
時
の
戦
況
に
つ
い
て
「
恐
ら
く
は
督
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

大
臣
各
お
の
相
下
ら
ず
、
請
ふ
ら
く
は
神
機
螢
を
派
し
て
諸
軍
を
節
制
せ
し
め
、
以
て
事
権
を
一
に
す
べ
し
」
と
述
べ
た
者
が
い
た
と
い
う
。
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こ
れ
は
、
戦
場
に
赴
き
督
撫
を
指
揮
す
る
こ
と
を
神
機
営
に
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
神
機
営
が
都
興
阿
を
派
遣
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
要
請

を
受
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
都
興
阿
は
、
い
わ
ば
戦
場
で
の
最
高
指
揮
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
心
阿
が
指
揮

す
る
の
は
四
部
隊
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
李
鴻
章
な
ど
の
漢
人
督
撫
も
対
象
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
都
興
阿
が
「
管

理
神
機
営
事
務
」
と
し
て
、
李
勲
章
や
左
宗
巣
な
ど
の
象
亀
を
指
揮
す
る
構
図
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
れ
は
都
興
阿
を
通
じ
て
、
神
機
営
が
漢

人
金
遣
と
そ
の
下
に
あ
る
勇
営
を
指
揮
下
に
置
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ま
で
神
機
営
は
軍
規
の
明
確
化
や
弾
劾
な
ど
の
間
接
的
な
手
段

で
勇
営
を
監
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
至
っ
て
神
機
営
は
直
接
に
勇
営
を
指
揮
す
る
意
向
を
固
め
、
北
京
朝
廷
も
そ
れ
を
認
め
た
の
で

あ
る
。

　
だ
が
、
戦
場
で
は
神
機
営
が
意
図
し
た
通
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
都
興
阿
の
出
馬
を
受
け
た
前
線
の
様
子
に
つ
い
て
、
曾
国
藩
は
「
都
公

は
事
に
臨
み
て
至
る
る
も
、
當
に
大
い
に
異
同
有
る
に
至
ら
ざ
る
べ
し
、
惟
だ
嘉
す
る
所
の
陳
、
宋
の
諸
軍
は
、
未
だ
必
ず
し
も
果
た
し
て
其

の
控
駅
に
服
し
て
其
の
死
力
を
得
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
北
京
朝
廷
や
神
機
営
の
思
惑
通
り
に
、
四
部
隊
は
都
冬
扇
に
服
従
し
て
い
な
い
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
む

観
測
で
あ
る
。
ま
た
、
李
鴻
章
は
前
線
の
督
学
た
ち
は
み
な
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
と
述
べ
た
上
で
「
都
直
夫
（
黒
瀬
阿
）
果
し
意
見
無
く
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

極
め
て
願
ふ
ら
く
は
與
に
周
旋
を
食
す
を
」
と
、
都
興
阿
と
ほ
か
の
巌
暑
た
ち
と
の
仲
介
を
申
し
出
た
。
こ
れ
は
、
都
興
阿
と
各
督
撫
の
問
で

意
思
の
疎
通
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
都
興
行
は
漢
人
督
撫
や
勇
営
を
十
分
に
指
揮
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
李
鴻
章
や
左
宗
巣
が
神
機
営
を
批
判
し
、
そ
の
命
に
服
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
た
。
こ
の

よ
う
な
豊
年
の
姿
勢
に
鑑
み
れ
ば
、
た
と
え
「
管
理
神
機
営
事
務
」
と
い
う
身
分
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
都
興
阿
が
督
撫
を
指
揮
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
都
興
阿
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
彼
の
上
奏
に
も
表
れ
て
い
る
。
都
興
阿
は
李
下
章
か
ら
の
報
告
に
基
づ
き
、
四
部
隊
を
李
鴻
章
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

指
揮
下
に
置
く
こ
と
を
上
奏
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
京
朝
廷
は
「
…
何
ぞ
張
曜
等
の
四
軍
を
以
て
、
伍
ほ
李
鴻
章
の
調
遣
に
蹄
す
る
を
請
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
。
此
跡
は
推
重
に
渉
り
て
、
大
い
に
朝
廷
の
委
任
の
意
に
非
ず
」
と
都
興
阿
を
叱
責
し
て
い
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
李
鴻
章
が
四
部
隊
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の
進
退
な
ど
に
つ
い
て
上
奏
を
行
っ
て
撫
ご
三
か
ら
も
北
京
朝
廷
や
朝
餐
の
思
惑
が
戦
場
の
現
実
と
は
蒸
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
で
も
北
京
朝
廷
は
捻
軍
の
追
撃
を
都
興
阿
に
、
防
衛
を
李
鴻
章
に
そ
れ
ぞ
れ
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
捻
軍
と
の
決
着
を
苦
盃
阿
に
行
わ
せ

よ
う
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
捻
軍
指
導
者
の
張
総
譜
は
行
方
不
明
と
な
り
、
属
下
と
の
戦
い
は
こ
こ
に
終
わ
っ
た
。

一八六〇年代における神機営について（根無）

①
『
方
略
』
巻
三
〇
五
、
二
〇
乏
＝
頁
、
同
治
七
年
三
月
；
回
覧
酉
条
。
易

　
州
に
駐
屯
し
て
い
た
内
火
器
営
馬
隊
な
ど
の
撤
収
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

　
で
も
原
営
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
の
涯
軍
を
中
心
と
し
た
部

　
隊
に
よ
る
喜
吉
追
撃
に
つ
い
て
は
『
准
軍
平
晶
晶
（
捻
軍
一
）
隔
一
九
四
～
一
九

　
八
頁
を
参
照
。

②
『
方
略
幽
巻
三
〇
六
、
三
五
頁
、
同
治
七
年
三
月
三
〇
B
戊
寅
条
。
こ
の
結
果
、

　
李
鴻
章
と
左
宗
巣
、
李
鶴
年
、
丁
宝
以
た
ち
を
叱
責
す
る
上
諭
が
出
さ
れ
て
い
る

　
（
前
掲
書
、
巻
三
〇
六
、
三
七
～
三
八
頁
、
同
治
七
年
三
月
　
二
〇
日
戊
寅
条
）
。

　
ま
た
、
官
文
、
崇
厚
を
河
間
に
派
遣
す
る
こ
と
や
李
鴻
章
、
詩
宗
裳
へ
の
督
促
に

　
つ
い
て
も
上
奏
し
て
い
る
（
前
掲
書
、
巻
三
〇
七
、
五
～
六
頁
、
同
治
七
年
四
月

　
初
三
日
辛
再
再
）
。
神
機
営
に
よ
る
防
衛
策
と
そ
の
裁
可
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
、

　
巻
葉
〇
八
、
一
～
三
、
六
頁
、
同
治
七
年
四
月
初
六
日
甲
申
条
。

③
恩
承
は
満
洲
上
白
旗
人
、
僧
格
林
沁
が
戦
死
し
た
際
に
は
そ
の
棺
を
北
京
に
護

　
送
し
、
そ
の
後
、
　
一
時
は
翼
長
と
し
て
神
機
営
を
率
い
て
奉
天
の
馬
賊
鎮
圧
に
従

　
旧
し
た
こ
と
も
あ
る
。
伝
記
は
『
清
史
列
傳
』
巻
五
七
を
参
照
。
ま
た
、
捻
軍
の

　
第
一
次
直
隷
省
侵
入
時
に
は
、
醇
郡
王
の
指
名
を
受
け
、
神
機
営
を
率
い
て
雄
縣

　
に
赴
い
た
（
『
穆
宗
實
録
』
寒
紅
二
二
、
一
六
頁
、
同
治
七
年
正
月
華
亥
条
）
。
後

　
述
の
捻
軍
の
第
二
次
直
隷
省
侵
入
に
際
し
て
は
、
神
機
営
を
率
い
て
李
鴻
章
や
左

　
宗
巣
と
共
に
捻
軍
鎮
圧
に
従
事
し
て
い
る
。

④
噸
捻
文
銀
張
全
集
㎞
朋
僚
函
稿
、
巻
八
、
二
｝
二
頁
「
復
丁
稚
釜
中
丞
」
岡
治
七

　
年
閏
四
月
初
二
日
。
後
に
門
醇
邸
初
不
以
長
園
爲
然
、
恐
京
三
遠
鵬
、
皆
無
敢
請

　
調
京
兵
者
偏
と
も
言
わ
れ
て
お
り
（
前
掲
書
、
巻
八
、
二
八
頁
「
復
命
西
林
中

　
丞
」
同
治
七
夏
至
四
月
初
九
日
中
、
こ
こ
で
も
神
機
営
を
指
す
も
の
と
し
て
京
営

　
や
京
兵
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。

⑤
隅
涯
軍
平
捻
記
（
男
山
ご
㎞
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
。

⑥
㎎
穆
宗
實
録
㎞
巻
ニ
酸
素
、
三
三
頁
、
同
治
七
年
四
月
戊
子
条
。
ま
た
、
こ
の

　
上
諭
で
は
左
宗
巣
が
直
隷
省
と
山
西
省
の
境
界
、
李
鴻
章
が
直
隷
書
と
山
東
省
の

　
境
界
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
よ
う
に
部
署
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
捻
軍
は

　
主
に
李
鴻
章
の
担
当
す
る
方
面
に
い
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
捻
軍
と
の
戦

　
い
に
お
け
る
実
質
的
な
中
心
は
、
左
宗
業
か
ら
李
鴻
章
に
移
っ
て
行
っ
た
も
の
と

　
思
わ
れ
る
。

⑦
『
方
略
㎏
巻
三
〇
九
、
二
四
～
二
五
頁
、
同
治
七
年
四
月
～
七
日
乙
来
条
。

　
『
穆
宗
實
録
』
斑
蝶
二
九
、
一
八
頁
、
同
治
七
年
四
月
乙
三
条
。

⑧
例
え
ば
五
鼎
臣
な
ど
の
准
軍
将
官
た
ち
の
遅
延
に
魁
し
て
は
、
李
鴻
章
に
調
査

　
や
弾
劾
が
～
任
さ
れ
て
い
る
（
『
穆
宗
實
録
』
愚
母
黒
八
、
二
〇
頁
、
同
治
七
年

　
四
月
甲
害
毒
）
。

⑨
『
李
文
忠
公
全
集
』
朋
僚
函
稿
、
巻
八
、
四
八
頁
門
復
各
相
漏
同
治
七
年
七
月

　
一
五
日
。

⑩
李
浦
里
や
左
宗
巣
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の
進
軍
を
督
促
し
て
は
い
た

　
も
の
の
、
期
限
を
設
定
す
る
と
い
っ
た
形
で
の
関
与
は
行
っ
て
い
な
い
（
『
方
略
幽

　
巻
三
〇
八
、
八
頁
、
同
治
七
年
四
月
初
七
日
乙
酉
条
）
。

⑪
『
李
文
忠
公
全
集
㎞
朋
僚
函
稿
、
巻
八
、
二
〇
頁
「
復
張
振
軒
廉
訪
」
同
治
七

　
年
四
月
二
四
日
。

⑫
醇
郡
王
が
捻
軍
を
包
囲
す
る
長
國
の
策
よ
り
も
期
限
設
定
に
よ
る
速
や
か
な
鎮
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圧
を
優
先
し
た
こ
と
は
、
『
穆
宗
實
録
』
巻
二
二
九
、
一
一
三
頁
、
同
治
七
年
四
月

　
丁
酉
条
に
も
見
え
る
。

⑬
こ
の
李
鴻
章
と
左
宗
巣
の
軋
韓
に
対
し
て
、
北
京
朝
廷
は
折
に
触
れ
て
左
宗
巣

　
へ
の
配
慮
や
両
者
の
問
に
優
劣
の
な
い
こ
と
を
述
べ
、
両
者
の
融
和
を
図
っ
て
い

　
る
（
『
穆
宗
實
録
㎞
巻
二
三
〇
、
一
四
頁
、
～
九
頁
、
同
治
七
年
四
月
癸
卯
条
、

　
乙
巳
条
）
。
ま
た
、
国
軍
と
の
戦
い
に
従
事
し
て
い
る
各
省
か
ら
の
部
隊
が
、
互

　
い
に
独
立
性
が
強
く
足
並
み
が
揃
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
白
井
、
前
掲
論
文
、
二
七

　
頁
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑭
期
限
を
設
定
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
督
撫
よ
り
何
ら
報
告
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
、

　
恭
親
王
と
神
機
営
は
催
促
を
求
め
る
上
奏
を
行
っ
た
（
『
方
略
幅
油
玉
一
一
、
二

　
六
頁
、
同
治
七
年
閏
四
月
初
一
〇
臼
鳥
影
条
）
。
こ
の
晦
、
東
光
に
迫
っ
た
捻
軍

　
は
准
軍
に
よ
り
山
東
省
に
追
わ
れ
た
（
『
潅
軍
平
幽
囚
（
捻
軍
一
）
㎏
二
〇
七
～
二

　
〇
八
頁
）
。

⑮
『
方
略
』
巻
三
＝
一
、
二
〇
－
＝
頁
、
閲
四
月
一
六
日
癸
亥
条
。
都
門
阿
は

　
満
洲
正
白
旗
に
属
し
て
お
り
、
伝
記
に
つ
い
て
は
欄
清
史
稿
㎞
盈
虚
～
七
、
列
伝

　
二
〇
四
が
あ
る
。
ま
た
は
朱
孔
彰
㎎
中
興
将
帥
別
伝
㎞
岳
麓
幕
政
、
二
〇
〇
八
年
、

　
巻
一
六
下
、
一
入
○
～
一
八
二
頁
を
参
照
。
先
に
恭
親
王
と
神
機
営
に
よ
っ
て
期

　
限
が
設
定
さ
れ
た
と
同
日
に
盛
京
将
軍
飴
興
阿
の
来
京
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
都

　
興
阿
の
来
京
に
関
し
て
は
、
誰
が
発
案
者
な
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

　
し
、
前
後
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
期
限
内
に
捻
軍
を
鎮
圧
で
き
な
か
っ
た
場
合

　
に
備
え
て
恭
親
王
と
神
機
営
が
呼
び
寄
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
『
穆
宗
實
録
㎞

　
巻
山
影
九
、
星
明
頁
、
同
治
七
年
回
月
乙
未
条
）
。

⑯
岡
方
略
輪
巻
三
～
三
、
壬
二
～
二
四
頁
、
同
治
七
年
閏
四
月
二
四
日
辛
未
粂
。

　
㎎
穆
む
那
實
録
』
巻
二
一
ニ
エ
、
二
五
～
一
工
ハ
百
ハ
、
同
治
七
年
閏
四
月
辛
山
木
条
。

⑰
岡
穆
宗
實
録
臨
巻
モ
ニ
、
一
六
～
一
七
頁
、
同
治
七
年
正
月
丙
辰
条
。
陳
国

　
瑞
は
矯
風
を
率
い
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
勇
営
は
神
機
営
勇
鋭
隊
の
名
を
与
え

　
ら
れ
て
い
た
。
陳
国
瑞
は
恭
親
王
や
醇
郡
王
と
の
偲
人
的
関
係
が
強
く
、
逆
に
李

　
下
野
や
劉
銘
伝
、
論
宗
巣
、
曾
国
藩
と
い
っ
た
悪
運
及
び
そ
の
配
下
と
は
乱
闘
な

　
ど
の
確
執
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
際
立
っ
た
性
質
を
持
つ
陳
国
瑞
を
、
敢

　
え
て
神
機
営
が
取
り
立
て
た
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
も
神
機
営
に
よ
る
勇

　
営
対
策
の
一
環
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
陳
国
瑞
に
つ
い
て
は
、

　
賢
熟
樋
門
太
平
天
国
時
期
的
無
頼
－
陳
国
瑞
」
㎎
安
徽
史
学
㎞
　
～
九
九
二
年
第

　
四
期
、
　
九
九
二
年
を
参
照
。

⑱
欄
曾
煽
動
全
集
㎞
書
信
九
、
岱
農
書
社
、
～
九
九
四
年
、
六
六
一
九
頁
「
復
朱

　
蘭
」
同
治
七
年
五
月
一
一
日
、
六
六
二
九
頁
「
復
李
潮
章
」
同
治
七
年
六
月
初
九

　
日
。
李
索
書
は
都
興
阿
を
「
不
合
口
宜
之
人
」
で
あ
る
と
も
批
判
し
て
い
る

　
（
『
李
文
患
公
全
集
』
朋
僚
函
稿
、
巻
八
、
四
〇
頁
「
復
曾
根
」
同
治
七
年
五
月

　
初
四
日
）
。
糊
左
文
嚢
公
全
集
㎞
書
績
、
巻
一
〇
、
｝
五
頁
「
答
楊
石
泉
」
。
ま
た
、

　
王
爾
華
氏
も
こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
北
京
朝
廷
の
動
揺
と
捉
え
て
い
る
（
王
爾
敏

　
『
乱
軍
志
』
三
三
〇
頁
）
。

⑲
『
文
文
鎮
公
事
略
輪
巻
三
、
年
譜
下
、
五
九
～
六
〇
頁
。

⑳
『
曾
国
藩
全
集
㎞
書
信
九
、
六
六
三
〇
頁
「
復
李
鴻
章
」
同
治
七
年
六
月
初
九

　
日
。
隅
李
文
忠
公
全
集
』
朋
僚
函
稿
、
巻
八
、
四
一
頁
「
復
号
華
潭
侍
郎
」
同
治

　
七
年
五
月
初
四
日
。

　
　
　
　
　
　
巻
三
一
四
、
　
一
六
頁
、
同
治
七
年
五
月
一
一
日
丁
蟻
壁
。

＠＠＠⑳
　
『
方
略
』

　
『
穆
宗
實
録
』
巻
二
三
三
、
二
一
頁
、
同
治
七
年
五
月
蝿
亥
条
。

　
躍
力
略
』
巻
望
二
五
、
　
二
五
頁
、
同
治
七
年
白
濁
【
月
＝
二
日
己
山
木
条
、
巻
＝
二
六
、

～
頁
、
八
～
九
頁
、
同
治
七
年
六
月
一
八
日
甲
子
条
、
六
月
二
〇
日
丙
寅
条
な
ど
。

前
掲
書
、
巻
頭
　
六
、
＝
二
頁
、
同
治
七
年
六
月
二
〇
日
丙
寅
条
。
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お
　
わ
　
り
　
に

一一 ?六〇年代における神機営について（根無）

　
当
初
、
神
機
営
は
禁
旅
八
旗
へ
の
再
訓
練
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
訓
練
が
終
了
し
た
後
に
は
、
兵
員
は
し
ば
し
ば
理
解
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

帰
還
し
て
い
た
。
神
機
営
は
非
常
に
流
動
的
な
組
織
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
北
京
朝
廷
内
に
お
い
て
神
機
営
は
権
力
に
直
結
す
る
武

力
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
西
太
后
は
神
機
営
の
首
班
と
し
て
自
身
の
閨
閥
で
あ
る
醇
出
塁
を
任
命
す
る
。
ま
た
、
漢
人
雲
上
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
神
機
営
へ
の
関
与
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
北
京
朝
廷
の
外
で
は
、
神
機
営
は
子
下
と
の
共
闘
を
通
じ
て
そ
の
監
視
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
軍
規
に
よ
る
弾
劾
や
期
限
の

設
定
と
い
っ
た
間
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
都
興
阿
に
よ
る
直
接
的
な
指
揮
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
勇
営
へ
の
関
与
が

強
化
さ
れ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
地
域
の
治
安
維
持
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
地
域
と
は
直
隷
省
に
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

直
隷
省
に
は
首
都
の
北
京
が
あ
り
、
「
根
本
島
地
」
と
し
て
北
京
朝
廷
が
最
も
重
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
後
年
の
ム
ス
リ
ム
の
反
乱
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
、
神
機
営
は
遠
く
離
れ
た
陳
西
省
に
派
兵
さ
れ
て
、
左
宗
巣
な
ど
の
勇
営
と
共
闘
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
北
京
朝
廷
と
神
機
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ロ
と

が
勇
営
に
関
与
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
北
京
朝
廷
は
「
原
、
此
項
の
官
兵
を
以
て
、
勢
ひ
久
し
く
島
外
に
書
し
難
し
」
と
し
て
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

機
営
を
早
く
北
京
に
帰
還
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
北
京
朝
廷
が
直
隷
省
と
そ
の
治
安
維
持
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
そ
も
そ
も
勇
営
と
は
塩
匪
や
捻
軍
な
ど
の
「
反
体
制
的
な
武
装
中
間
団
体
」
と
根
を
同
じ
く
す
る
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
性
質
の
勇

営
が
一
つ
の
地
域
に
多
く
集
ま
っ
た
場
合
、
そ
こ
で
多
く
の
略
奪
や
騒
擾
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
自
身
も
勇
烈
を
率
い
て
い

た
左
宗
裳
は
、
息
子
の
寒
威
に
「
然
る
に
准
勇
の
本
は
即
ち
捻
逆
な
れ
ば
、
其
の
森
羅
な
る
こ
と
断
じ
て
改
め
る
こ
と
能
は
ず
」
、
「
霊
寺
雲
集

し
、
兵
勇
の
騒
擾
は
頗
る
甚
だ
し
」
な
ど
と
、
潅
軍
を
は
じ
め
と
し
た
勇
営
の
様
子
に
つ
い
て
書
き
送
っ
て
い
る
。
ま
た
「
爾
は
出
京
を
急
ぐ

べ
か
ら
ず
、
沿
途
の
游
勇
、
悪
團
、
到
る
庭
は
皆
是
れ
あ
れ
ば
、
無
法
菰
野
な
る
を
以
て
、
行
旅
の
時
は
戒
心
有
る
べ
し
」
と
も
述
べ
て
、
会

87　（645）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

試
の
た
め
に
北
京
に
い
た
孝
威
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
勇
営
が
横
行
し
て
い
た
、
当
時
の
直
隷
省
の
状
況
を
表
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
勇
営
を
北
京
朝
廷
は
捻
軍
や
塩
匪
と
同
等
に
警
戒
し
て
い
た
。
そ
れ
は
捻
軍
が
平
定
さ
れ
た
後
の
神
機
営
へ
の
撤
収
命
令
に
も
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
て
い
る
。
神
機
営
部
隊
の
北
京
へ
の
撤
収
は
、
直
隷
省
か
ら
営
営
が
完
全
に
撤
退
し
た
上
で
の
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
神
機
営
の
勇
営
観
も
北
京
朝
廷
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
捻
軍
の
宋
期
に
は
、
以
降
の
直
隷
省
の
防
衛
は
勇
営
を
主
体
と
す
る
べ
き

か
に
つ
い
て
北
京
朝
廷
が
神
機
営
に
諮
問
し
た
。
そ
の
答
申
に
は
神
機
営
の
勇
営
観
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
…
且
つ
復
た
朝
嵐
暮
楚
な
れ
ば
、
其
の
之
く
所
に
随
ひ
て
、
限
制
す
る
に
從
し
無
し
。
其
の
軍
事
に
害
爲
る
は
、
固
よ
り
悉
数
し
難
き
も
、

　
　
即
ち
剃
匪
を
以
て
之
を
雷
は
ば
、
勇
の
利
と
す
る
所
は
、
惟
だ
人
多
く
氣
の
盛
ん
な
る
を
侍
む
の
み
な
り
。
反
る
に
強
姦
不
馴
の
性
は
、

　
　
究
に
は
改
革
し
難
く
、
一
に
欠
春
立
ら
ば
、
刻
刻
と
し
て
其
の
生
誕
を
防
が
ん
と
す
る
も
、
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
帯
古
せ
る
者
は
挾
制

　
　
居
奇
し
て
、
幾
ん
ど
尾
大
不
悼
の
勢
ひ
有
り
。
近
年
將
は
驕
り
て
勇
は
惰
と
な
り
、
謹
潰
な
る
の
事
は
一
に
し
て
足
ら
ず
。
…
劉
匪
の
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
緊
な
る
に
當
た
り
、
勉
強
し
て
之
を
用
ふ
る
は
、
如
何
と
す
べ
き
無
き
よ
り
出
づ
。

勇
は
北
京
朝
廷
に
対
し
決
し
て
従
順
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
直
営
を
率
い
る
者
は
そ
の
武
力
を
巧
ん
で
北
京
朝
廷
を
威
嚇
し
、
制
御
不
能
に
近

い
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
勇
営
へ
の
恐
れ
や
警
戒
、
そ
し
て
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
は
用
い
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
へ
の
苦
慮
が
吐

露
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
捻
軍
と
の
戦
い
に
お
け
る
北
京
朝
廷
の
意
図
が
明
白
に
な
る
。
北
京
朝
廷
は
勇
営
を
前
線
に
配
置
し
、
神
機
営
三

遠
隊
を
北
京
近
郊
に
動
員
し
た
。
こ
れ
は
、
神
機
営
を
温
存
し
つ
つ
、
一
方
で
は
昼
寝
と
捻
軍
を
交
戦
さ
せ
て
、
双
方
の
勢
力
を
消
耗
さ
せ
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
配
置
に
は
、
勇
営
が
翻
意
し
て
反
乱
勢
力
と
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
た
、
神
機
営
に
よ
る
北
京
の
防

衛
も
意
図
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
神
機
営
と
は
禁
旅
八
難
へ
の
再
訓
練
を
行
う
機
関
で
あ
る
と
同
時
に
、
勇
営
の
武
力
を
も
と
に
台
頭
し
た
漢
人
督
撫
を
北
京
朝
廷
が
牽
制
、

監
視
す
る
た
め
の
武
力
的
な
裏
付
け
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
牽
制
や
監
視
は
、
反
乱
を
鎮
圧
す
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
っ
た
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一八六〇年代における神機営について（根無）

こ
と
、
勇
営
が
向
背
常
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
徹
底
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
期
限
を
守
ら
な
か
っ
た
李
鴻
君
た

ち
へ
の
処
分
が
「
降
三
級
留
任
」
と
い
う
比
較
的
に
軽
い
も
の
で
あ
り
、
都
興
阿
に
従
わ
な
か
っ
た
各
勇
営
が
黙
認
さ
れ
て
い
た
背
景
に
は
こ

の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
北
京
朝
廷
と
神
機
営
が
勇
営
を
警
戒
、
監
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
督
撫
重
権
」
を
考
え
る
際
に
念
頭
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
在
営
の
存
在
が
「
督
撫
重
権
」
の
基
盤
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
「
督
撫
重
権
」
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
北

京
朝
廷
は
督
撫
の
裁
量
の
増
大
を
承
認
す
る
一
方
で
、
そ
の
行
動
を
監
視
、
ま
た
は
製
肘
す
る
手
段
を
並
行
し
て
講
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
、
李
鴻
章
が
直
隷
総
督
に
就
任
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
天
津
教
案
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
直
墓
門
の
防
衛
、

と
り
わ
け
北
京
の
安
全
保
障
が
涯
軍
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
を
弱
い
神
機
営
か
ら
強
い
准
軍
へ
と
い
っ
た
、
二
者
択
一
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

み
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
視
点
を
北
京
朝
廷
の
側
に
転
じ
る
な
ら
、
こ
れ
は
花
軍
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
捻
軍
を
フ
ラ
ン
ス
に
置
き
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
准
軍
を
前
面
に
出
す
こ
と
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
交
渉
が
決
裂
し
て
た
と
え
戦
争
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
勢
力
を

消
耗
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
涯
軍
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
方
で
は
神
機
営
は
温
存
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
北
京
朝
廷
が
抱
い
て
い
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

①
　
原
営
へ
の
帰
還
に
つ
い
て
は
、
『
穆
宗
實
録
幽
巻
三
四
八
、
三
九
～
四
〇
頁
、

　
岡
治
一
二
年
正
月
戊
申
条
に
あ
る
醇
二
王
の
上
奏
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

②
神
機
営
だ
け
で
は
な
く
他
の
藤
壷
八
旗
に
対
し
て
も
漢
人
督
撫
は
関
与
し
て
い

　
な
い
。
一
八
六
四
年
に
火
器
営
か
ら
当
時
江
蘇
巡
撫
で
あ
っ
た
団
七
章
の
下
に
人

　
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
火
器
製
造
の
技
術
を
習

　
得
す
る
た
め
で
あ
り
、
人
数
も
「
武
弁
八
名
、
兵
丁
四
十
名
」
と
極
め
て
少
数
で

　
あ
る
（
『
山
群
夷
務
始
末
（
同
園
田
）
㎞
巻
二
五
、
三
頁
、
同
治
三
年
四
月
戊
戌
条
、

　
恭
親
王
等
上
奏
。
ま
た
は
、
細
見
和
弘
訳
「
ト
ー
マ
ス
・
ケ
ネ
デ
ィ
著
噸
江
南
製

　
造
局
　
李
鴻
章
と
中
国
近
代
軍
事
工
業
の
近
代
化
（
一
。
。
①
O
山
。
。
霧
二
㈹
扁
『
立
命

　
館
経
済
学
㎞
よ
ハ
○
巻
～
口
写
、
　
二
〇
一
　
一
年
、
九
～
二
頁
）
。

③
こ
の
神
機
営
派
兵
は
緩
遠
城
将
品
定
安
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
規
模
も
少
な

　
か
っ
た
（
隅
穆
宗
實
録
㎞
巻
二
四
六
、
三
二
～
三
三
頁
、
同
治
七
年
一
一
月
戊
子

　
条
、
巻
網
四
七
、
二
～
四
頁
、
同
治
七
年
＝
月
庚
寅
条
）
。

④
前
掲
書
、
巻
二
五
工
、
エ
～
頁
、
同
治
八
年
二
月
庚
戌
条
。

⑤
岡
本
『
李
国
章
』
八
一
頁
。
ま
た
、
同
書
、
八
○
頁
で
は
「
双
生
児
的
な
性
格

　
が
濃
厚
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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⑥
　
　
㎎
左
文
落
着
家
書
』
巻
下
、
四
頁
、
戊
辰
（
同
治
七
年
）
正
月
二
五
日
、
六
頁
、

　
三
月
初
一
日
、
七
頁
、
四
月
｝
八
日
。
左
画
業
の
家
書
を
用
い
た
研
究
に
は
、
波

　
多
野
善
大
「
左
宗
巣
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
同
『
近
代
中
国
の
人
物
群
像
！

　
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
研
究
！
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
が
あ
る
。

⑦
噸
穆
宗
實
録
㎞
巻
工
三
七
、
工
六
頁
、
同
治
七
年
七
月
甲
申
条
。

⑧
㎎
方
略
㎞
巻
三
二
〇
、
二
五
～
二
六
頁
、
同
治
七
年
九
月
二
九
日
頃
卯
条
。
こ

　
の
神
機
営
に
よ
る
上
奏
は
魍
清
朝
績
文
教
通
考
㎞
異
極
～
七
、
兵
一
六
に
再
録
さ

　
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
引
用
し
た
部
分
「
即
以
欄
匪
雷
之
」
以
下
に
つ
い
て
は
献

　
除
さ
れ
て
い
る
。
王
爾
敏
氏
は
「
略
言
勇
営
制
度
」
六
九
頁
に
お
い
て
、
こ
の
神

　
露
営
に
よ
る
上
奏
を
引
用
す
る
も
、
『
清
朝
績
文
面
通
考
』
に
拠
っ
て
い
る
た
め
、

　
こ
の
上
奏
を
単
な
る
勇
営
駐
留
へ
の
神
機
営
の
反
対
意
見
と
し
て
し
か
捉
え
て
お

　
ら
ず
、
削
除
部
分
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
勇
営
観
に
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
。

⑨
図
≦
磐
Φ
q
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　　In　previous　research　there　has　been　tendeRcy　to　imagine　the　ecosystem　of

the　sato’umi　as　a　“traditional　regional　system　built　up　over　a　leRgthy　time，”

but　it　cannot　be　claimed　that　this　system　was　a　natural　outgrowth　of　the

region．　lt　highly　likely　that　the　sato　’umi　of　the　late　early－modem　period　was

instead　directly　linked　to　a　large　market　outside　the　region　and　was　an

“artificial　ecosystem”　formed　in　a　relatively　short　period　of　time．

The　Peking　Field　Force　in　the　1860’s：　A　Study　on　the　Peking　CourVs

Views　of　Provincial　Viceroys　and　Governors　in　Late　Qing　China

by

NENASHI　Shintaro

　　In　the　latter　half　of　the　19th　century，　the　imperial　court　ln　Peking

established　the　Peking　Field　Force神機営within　the　Eight　Banners　of　£he

Imperial　Guard禁旅八旗．　Their　aim　was　to　retrain　the　other　uRits　of　the

Eight　Banners．　However，　the　role　played　by　the　Peking　Field　Force　in　the

late　Qing　was　not　confined　to　this　one　military　unit　a｝one．　The　Peking　Fieid

Force　was　recogRized　in　Peklng　at　that　time　as　a　military　force　liRked　with

powerful　figures　within　the　court．　As　a　result，　the　court　refused　to　allow　the

Han　Chinese　bureaucrats　to　become　involved　with　the　Fieid　Force，　despite

recommendations　to　that　effect，　and　Prince　Kung恭親王became　the　head　of

the　Field　Force．　Eventually，　Empress　Dowager　Xi　came　to　view　Prince　Kung

as　a　political　opponent　and　used　accusations　against　him　as　an　opportuRity　to

remove　him　from　the　leadership　of　the　force．　Prince　of　the　Second　Degree

Ch’un醇郡王，　brother－in－law　of　the　Empress　Dowager，　was　then　appointed　to

the　post　in　place　of　Prince　Kung．

　　On　the　other　hand，　outside　the　court，　the　Peking　Field　Force　and　the

Yung－Ying勇営（｝it．　Brave　Battalions），至ed　by　the　Han　Chinese　btlreaucrats，

together　suppressed　various　rebellions．　ln　1867，　the　merchants　of　the　saJt

monopoiy　in　the　Metropolitan　Province直口頭rose　in　armed　revolt　and　ln

the　following　year　the　Nien　rebels捻軍invaded．　Viewing　these

developments，　the　court　in　Peking　dispatched　the　Field　Force．　Additionally，

in　order　to　suppress　these　rebellions，　Brave　Battalions　led　by　the　｝lan

Chinese　provinciai　viceroys　and　governors　Liu　Ch’ang－yu劉長佑，　Tso　Tsung一
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t’ang左野業，　and　Li　Hung－chang李鴻章together　with　the　Peking　Field

Force　entered　the　Metropolitan　Province．　However，　in　addition　to

cooperating　with　the　Field　Force　in　fightlng　the　rebels，　these　Brave

BattalioRs　disturbed　the　peace　of　the　province　through　violeRce　and　pillage．

This　was　due　to　the　fact　that　the　Brave　Batta｝ions　were　armed　groups

whose　roots　were　the　same　as　the　rebel　forces．

　　Faced　with　this　situation，　the　court　in　Peking　grew　wary　of　the　Brave

Battalions　and　tasked　the　Field　Force　with　the　role　of　surveilling　and

eontrolllng　them．　The　Field　Force　thus　had　to　cope　with　the　Brave

Batta｝ions　as　well　as　the　rebel　forces．　Surveillance　and　control　of　the　Brave

Battalions　was　at　first　based　on　military　regulations　aRd　censure．　However，

the　situation　changed　with　the　setting　of　a　time　limit　on　the　suppression

followed　by　the　stage　when　Tu－hsing－a都興阿，　an　officer　of　the　F呈eld　Force，

took　direct　control　of　military　operations．　As　can　be　seen　from　the　fact　that

the　court　in　Peking　and　the　Fieid　Force　were　forced　to　alter　their

surveillance　and　control　in　this　manner，　survei｝lance　and　control　were　in　the

end　not　fully　imp｝emented．　The　Brave　Battalions　did　not　follow　the　orders　of

the　Field　Force　to　the　letter，　but　the　punishment　for　this　insubordlnation

was　relatively　light．　This　was　likely　a　result　of　the　court　placing　the　highest

priority　on　suppressing　the　rebels．

　　The　Peking　court’s　wariness　of　the　Brave　Battalions　appears　in　the　their

deployment　during　the　fighting．　The　court　stationed　the　Peking　Field　Force

closest　to　the　capital　and　sent　the　Brave　Battalions　to　the　front　｝ines．　The

intent　seems　to　have　been　to　have　the　Brave　Battalions　and　the　rebei　forces

expend　their　strength　in　battle　while　coRserving　that　of　the　Field　Force　in

the　rear．　Furthermore，　the　Field　Force　could　carry　out　surveillaRce　of　the

Brave　Battalions　from　behind，　and　on　the　uRlikely　chance　that　the　Brave

Battalions　would　turncoat　and　side　with　the　rebel　forces，　it　is　thought　that

the　Field　Force　could　play　the　role　of　defending　the　capital　against　their

advance．　ln　fact，　after　the　Nien　rebels　had　been　suppressed，　the　Field　Force

was　not　removed　from　the　Metropolitan　Province　until　the　Brave　Battalions

were　entirely　withdrawn．

　　As　can　be　seeB　from　the　above，　the　court　in　Peking　was　quite　wary　of　the

Brave　Battalions，　and　it　would　only　be　a　slight　exaggeration　to　say　that　this

vigilance　was　of　the　sarr｝e　order　as　that　shown　toward　the　rebel　forces．　To

the　extend　the　Brave　Battalions　served　as　the　basis　for　provinciai　v1ceroys

and　governors，　the　re｝ationship　between　the　court　ln　Peking　and　the

provincial　viceroys　and　governors　was　not　limited　solely　to　one　of　increased
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discretion．　lt　can　be　surmised　that　surveillance　and　restraints　were　carried

out　as　a　matter　of　course．　One　can　thus　question　whether　it　was　not　actually

the　policy　of　the　court　in　Peking　to　employ　tke　Field　Force　as　a　mi｝itary

power　in　confronting　the　provincial　viceroys　and　govemors．　This　paper　has

examined　the　often－overlooked　activities　of　the　Peking　Field　Force　and

attempted　thereby　to　reconsider　the　relationship　between　the　court　in

Peking　and　provincial　viceroys　and　governors　in　the　late　Qing．

（　668　）


